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NO.170
議会だより

発行：愛知県豊山町議会
　令和６年11月１日

私たち、ドキドキの子ども議員 （関連記事P2・3）

町のホームページから
会議録がご覧いただけます

https://www.town.toyoyama.lg.jp/

議会のインターネット中継が始まりました
・定例会（初日）
・一般質問
・議案質疑（3月のみ）
・定例会（最終日）
ご覧いただけます

豊山町議会
【公式】
チャンネル

P5・6

P7～15

P 16

議案PICK UP

8人が一般質問

輝く人を紹介 町のキラッと
とよやま議会だよりNO.170　令和６年11月１日 16

届け！子どもたちの声 P2・3

議員は選挙区内の方に、
答礼のための自筆によるも
のを除き、年賀状、寒中見舞
いなどの挨拶状を出すこと
を禁止されています。
ご理解をお願いします。

年賀状などの
挨拶状の禁止

次
回
定
例
会
の
予
定

開始時間は午前９時
30分から（総務文教
委員会と最終日は午後
１時30分から）です。
議事の都合により、日
程が変更になる場合が
あります。

広報編集委員

委 員 長　岩村みゆき

副委員長　作野 桂子

委　　員　岡島 政信
　　　　　岡島 剛
　　　　　岩下 竜也

町のキラッと
輝く人を紹介

編
集
後
記
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仕
上
げ
ま
し
た
。
私
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岡
島

　剛

12月  ２日（月）開会・議案説明
　　　　９日（月）一般質問　　　

１０日（火）議案質疑　　　
１１日（水）福祉建設委員会

総務文教委員会
１２日（木）予算決算特別委員会
１6日（月）討論・採決・ 閉会

中学生ボランティアが大活躍！
豊山中学校の生徒31人が、健康福祉フェスティバルの

ボランティアに来てくれました。
なぜ、ボランティアに応募したのか。インタビューしました！

去年も応募しました。自分は人見知りだけど、お客さんが
楽しそうに話してくれるのが楽しかったから今年も応募しました。

友達のお母さんさんから誘われました。参加してすごく楽しかった。

初めは不安だったけど、係の人が優しく教えてくれて不安も吹っ飛びました！

自分の生まれた町に貢献したかった。案外楽しいです。参加して良かった！

ボランティアをやったことがなかったから、こちら側を体験したかった。
いろんな人と関われるからやって良かった。

友達に誘われたから参加しました。
ボランティアを一度やってみたかった。楽しいです。

中学生ボランティアが大活躍！

ボランティアを一度やってみたかった。楽しいです。
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豊山町の未来を担う子どもたちに議会や行政について関心と理解を深めて
もらうため、８月２３日に「子ども議会」を開催しました。１０人の子ども議員、
それぞれが普段感じている疑問や考えていることを質問しました。

届け！子どもたちの声届け！子どもたちの声
豊山町議会
【公式】
チャンネル

山口　蓮 議員

阿部　陽人 議員

井尻　和秀 議員

平田　隼敏 議員

今枝　佳來 議員

佐藤　豊久 議員 縄田　健人 議員

伊藤　境舵 議員

松岡　花芽 議員

保科　匠音 議員

スカイプールに代わる学校プールの開放について

スカイプールが今年で終わるので、遊べなくなってしまう。プールがすごく好
きな人がいっぱいいる。小中学校のプールを開放してはどうか。

どこのプールを開放するのが一番良いかを考える。スカイプールの代わりに
子どもたちが楽しく遊べる施設を検討している。

Q

A

豊山町に新しい遊べる場所を

公園は狭くて、おにごっこはできない。友だちと楽しく遊ぶために、社教セン
ターの無料開放をしてはどうか。また、なかよし山（豊山小学校）で遊びたい。

すぐに無料開放するのは少し難しいので、小学校の運動場を利用して欲し
い。なかよし山の利用は、安全第一に考え、学校と相談する。

Q

A

新しく建つ中学校について

中学校の改築工事スケジュールは。工事で運動場が使えなくなるなら、運動
ができる手立てを考えて欲しい。

いつから工事を始めるかは決まっていない。工事を行う準備や建設など、６年
はかかる。できる限り影響を少なくできるよう、考えていく。

Q

A

犬と人が住みやすい町について

神明公園に、普段はドッグランとして、災害が起きた時はペットと一緒に避難
できる場所を作れないのか。

基幹的広域防災拠点の隣に町が整備する臨空第２公園は、災害時にはペット
を受け入れる場所を確保する計画である。

Q

A

安心安全な町づくりについて

安心安全な町づくりのために、みんなであいさつ運動を行えば、地域の結束
を高め、犯罪者が近づきにくくになると思うが、どうか。

昨年「あいさつ運動・ごみ拾い運動」宣言をした。地域のみなさんのご協力を
いただきながら、安心して暮らせる町づくりを進める。

Q

A

道の雑草について

歩道に草が出てきてケガをしたり、車と雑草をよけなければいけない。除草
回数を増やせないか。また、地域のみんなで除草をできないか。

地域の方の協力はとても良い提案である。自宅周りの道路をきれいにする取
り組みが、町全体に広がっていく事例を勉強をする。

Q

A

カラスのゴミあらしについて

カラスによりゴミがあらされ、歩きにくかったり、車が通りにくい。町民にしっ
かりネットをかけるよう、啓発できないか。

今年８月から無料でカラス除けネットを貸し出しする事業を始めた。広報とよ
やまやSNSなどでしっかりと周知していく。

Q

A

豊山町の防犯灯について

夏休みに親と一緒に夜のパトロールをしたら、暗いので少し怖かった。町全体
が明るくなれば、安全意識も高まるのではないか。

地域の了解があれば、防犯灯をつけることもある。「一戸一灯運動」という防
犯対策もあり、ご協力いただき、安心安全なまちづくりを進めていきたい。

Q

A

豊山町や通学路をきれいにすることについて

僕は通学団の班長だが、通学路にゴミがたくさん落ちている。一年生が転ん
でケガをしたり、自転車がパンクする可能性がある。きれいにしてはどうか。
令和４年に「きれいなまちづくり条例」を制定した。ゴミは回収容器に入れる
か、自宅へ持ち帰ることを定めている。みなさんと一緒にきれいな町にして
いきたい。

Q

A

校庭開放の時間変更について

現在の校庭開放の時間は５時までだが、家に帰ってすぐ出発しても３０分程度
しか遊べない。夏場の校庭開放を３０分延長できないか。

季節によって時間をどれほど開放するか、日の入りの調査や他市町など参考
にし、時間延長に向けて学校などと調整していきたい。

Q

A

子ども議会の日程

７月２６日
８月 9日
８月２１日
８月２３日

がんばるぞー
おぉー！！第１回事前研修会

任命式、町議会の役割について、施設見学
第２回事前研修会　質問書の作成

リハーサル

子ども議会開催
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現在の校庭開放の時間は５時までだが、家に帰ってすぐ出発しても３０分程度
しか遊べない。夏場の校庭開放を３０分延長できないか。

季節によって時間をどれほど開放するか、日の入りの調査や他市町など参考
にし、時間延長に向けて学校などと調整していきたい。

Q

A

子ども議会の日程

７月２６日
８月 9日
８月２１日
８月２３日

がんばるぞー
おぉー！！第１回事前研修会

任命式、町議会の役割について、施設見学
第２回事前研修会　質問書の作成

リハーサル

子ども議会開催
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豊山町の未来を担う子どもたちに議会や行政について関心と理解を深めて
もらうため、８月２３日に「子ども議会」を開催しました。１０人の子ども議員、
それぞれが普段感じている疑問や考えていることを質問しました。

届け！子どもたちの声届け！子どもたちの声
豊山町議会
【公式】
チャンネル

山口　蓮 議員

阿部　陽人 議員

井尻　和秀 議員

平田　隼敏 議員

今枝　佳來 議員

佐藤　豊久 議員 縄田　健人 議員

伊藤　境舵 議員

松岡　花芽 議員

保科　匠音 議員

スカイプールに代わる学校プールの開放について

スカイプールが今年で終わるので、遊べなくなってしまう。プールがすごく好
きな人がいっぱいいる。小中学校のプールを開放してはどうか。

どこのプールを開放するのが一番良いかを考える。スカイプールの代わりに
子どもたちが楽しく遊べる施設を検討している。

Q

A

豊山町に新しい遊べる場所を

公園は狭くて、おにごっこはできない。友だちと楽しく遊ぶために、社教セン
ターの無料開放をしてはどうか。また、なかよし山（豊山小学校）で遊びたい。

すぐに無料開放するのは少し難しいので、小学校の運動場を利用して欲し
い。なかよし山の利用は、安全第一に考え、学校と相談する。

Q

A

新しく建つ中学校について

中学校の改築工事スケジュールは。工事で運動場が使えなくなるなら、運動
ができる手立てを考えて欲しい。

いつから工事を始めるかは決まっていない。工事を行う準備や建設など、６年
はかかる。できる限り影響を少なくできるよう、考えていく。

Q

A

犬と人が住みやすい町について

神明公園に、普段はドッグランとして、災害が起きた時はペットと一緒に避難
できる場所を作れないのか。

基幹的広域防災拠点の隣に町が整備する臨空第２公園は、災害時にはペット
を受け入れる場所を確保する計画である。

Q

A

安心安全な町づくりについて

安心安全な町づくりのために、みんなであいさつ運動を行えば、地域の結束
を高め、犯罪者が近づきにくくになると思うが、どうか。

昨年「あいさつ運動・ごみ拾い運動」宣言をした。地域のみなさんのご協力を
いただきながら、安心して暮らせる町づくりを進める。

Q

A

道の雑草について

歩道に草が出てきてケガをしたり、車と雑草をよけなければいけない。除草
回数を増やせないか。また、地域のみんなで除草をできないか。

地域の方の協力はとても良い提案である。自宅周りの道路をきれいにする取
り組みが、町全体に広がっていく事例を勉強をする。

Q

A

カラスのゴミあらしについて

カラスによりゴミがあらされ、歩きにくかったり、車が通りにくい。町民にしっ
かりネットをかけるよう、啓発できないか。

今年８月から無料でカラス除けネットを貸し出しする事業を始めた。広報とよ
やまやSNSなどでしっかりと周知していく。

Q

A

豊山町の防犯灯について

夏休みに親と一緒に夜のパトロールをしたら、暗いので少し怖かった。町全体
が明るくなれば、安全意識も高まるのではないか。

地域の了解があれば、防犯灯をつけることもある。「一戸一灯運動」という防
犯対策もあり、ご協力いただき、安心安全なまちづくりを進めていきたい。

Q

A

豊山町や通学路をきれいにすることについて

僕は通学団の班長だが、通学路にゴミがたくさん落ちている。一年生が転ん
でケガをしたり、自転車がパンクする可能性がある。きれいにしてはどうか。
令和４年に「きれいなまちづくり条例」を制定した。ゴミは回収容器に入れる
か、自宅へ持ち帰ることを定めている。みなさんと一緒にきれいな町にして
いきたい。

Q

A

校庭開放の時間変更について

現在の校庭開放の時間は５時までだが、家に帰ってすぐ出発しても３０分程度
しか遊べない。夏場の校庭開放を３０分延長できないか。

季節によって時間をどれほど開放するか、日の入りの調査や他市町など参考
にし、時間延長に向けて学校などと調整していきたい。

Q

A

子ども議会の日程

７月２６日
８月 9日
８月２１日
８月２３日

がんばるぞー
おぉー！！第１回事前研修会

任命式、町議会の役割について、施設見学
第２回事前研修会　質問書の作成

リハーサル

子ども議会開催
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豊山町の未来を担う子どもたちに議会や行政について関心と理解を深めて
もらうため、８月２３日に「子ども議会」を開催しました。１０人の子ども議員、
それぞれが普段感じている疑問や考えていることを質問しました。

届届届届けけけけけけけけけけ！子どもたちの声！子どもたちの声！子どもたちの声！子どもたちの声！子どもたちの声！子どもたちの声！子どもたちの声！子どもたちの声！子どもたちの声！子どもたちの声！子どもたちの声！子どもたちの声！子どもたちの声！子どもたちの声！子どもたちの声！子どもたちの声！子どもたちの声！子どもたちの声！子どもたちの声！子どもたちの声！子どもたちの声！子どもたちの声！子どもたちの声！子どもたちの声！子どもたちの声！子どもたちの声！子どもたちの声！子どもたちの声！子どもたちの声！子どもたちの声！子どもたちの声！子どもたちの声！子どもたちの声！子どもたちの声！子どもたちの声！子どもたちの声！子どもたちの声！子どもたちの声！子どもたちの声！子どもたちの声！子どもたちの声届け！子どもたちの声届け！子どもたちの声
豊山町議会
【公式】
チャンネル

山口　蓮 議員

阿部　陽人 議員

井尻　和秀 議員

平田　隼敏 議員

今枝　佳來 議員

佐藤　豊久 議員 縄田　健人 議員

伊藤　境舵 議員

松岡　花芽 議員

保科　匠音 議員

スカイプールに代わる学校プールの開放について

スカイプールが今年で終わるので、遊べなくなってしまう。プールがすごく好
きな人がいっぱいいる。小中学校のプールを開放してはどうか。

どこのプールを開放するのが一番良いかを考える。スカイプールの代わりに
子どもたちが楽しく遊べる施設を検討している。

Q

A

豊山町に新しい遊べる場所を

公園は狭くて、おにごっこはできない。友だちと楽しく遊ぶために、社教セン
ターの無料開放をしてはどうか。また、なかよし山（豊山小学校）で遊びたい。

すぐに無料開放するのは少し難しいので、小学校の運動場を利用して欲し
い。なかよし山の利用は、安全第一に考え、学校と相談する。

Q

A

新しく建つ中学校について

中学校の改築工事スケジュールは。工事で運動場が使えなくなるなら、運動
ができる手立てを考えて欲しい。

いつから工事を始めるかは決まっていない。工事を行う準備や建設など、６年
はかかる。できる限り影響を少なくできるよう、考えていく。

Q

A

犬と人が住みやすい町について

神明公園に、普段はドッグランとして、災害が起きた時はペットと一緒に避難
できる場所を作れないのか。

基幹的広域防災拠点の隣に町が整備する臨空第２公園は、災害時にはペット
を受け入れる場所を確保する計画である。

Q

A

安心安全な町づくりについて

安心安全な町づくりのために、みんなであいさつ運動を行えば、地域の結束
を高め、犯罪者が近づきにくくになると思うが、どうか。

昨年「あいさつ運動・ごみ拾い運動」宣言をした。地域のみなさんのご協力を
いただきながら、安心して暮らせる町づくりを進める。

Q

A

道の雑草について

歩道に草が出てきてケガをしたり、車と雑草をよけなければいけない。除草
回数を増やせないか。また、地域のみんなで除草をできないか。

地域の方の協力はとても良い提案である。自宅周りの道路をきれいにする取
り組みが、町全体に広がっていく事例を勉強をする。

Q

A

カラスのゴミあらしについて

カラスによりゴミがあらされ、歩きにくかったり、車が通りにくい。町民にしっ
かりネットをかけるよう、啓発できないか。

今年８月から無料でカラス除けネットを貸し出しする事業を始めた。広報とよ
やまやSNSなどでしっかりと周知していく。

Q

A

豊山町の防犯灯について

夏休みに親と一緒に夜のパトロールをしたら、暗いので少し怖かった。町全体
が明るくなれば、安全意識も高まるのではないか。

地域の了解があれば、防犯灯をつけることもある。「一戸一灯運動」という防
犯対策もあり、ご協力いただき、安心安全なまちづくりを進めていきたい。

Q

A

豊山町や通学路をきれいにすることについて

僕は通学団の班長だが、通学路にゴミがたくさん落ちている。一年生が転ん
でケガをしたり、自転車がパンクする可能性がある。きれいにしてはどうか。
令和４年に「きれいなまちづくり条例」を制定した。ゴミは回収容器に入れる
か、自宅へ持ち帰ることを定めている。みなさんと一緒にきれいな町にして
いきたい。

Q

A

校庭開放の時間変更について

現在の校庭開放の時間は５時までだが、家に帰ってすぐ出発しても３０分程度
しか遊べない。夏場の校庭開放を３０分延長できないか。

季節によって時間をどれほど開放するか、日の入りの調査や他市町など参考
にし、時間延長に向けて学校などと調整していきたい。

Q

A

子ども議会の日程

７月２６日
８月 9日
８月２１日
８月２３日

がんばるぞー
おぉー！！第１回事前研修会

任命式、町議会の役割について、施設見学
第２回事前研修会　質問書の作成

リハーサル

子ども議会開催
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議案 PICK UP
定例会で審議された議案や事業をピックアップして、
その中身や質疑を詳しく説明します

歳入決算額 94億5312万円
歳出決算額 91億7488万円一般会計

特別会計決算状況
会計名

国民健康保険
後期高齢者医療
介護保険
介護サービス事業
公共下水道事業
合計

１２億５３５１万円
２億４６７１万円
１１億４７１2万円

７０４万円
５億７９９０万円
３２億３４28万円

１２億３８５４万円
２億４５40万円
１１億２３０９万円

５０１万円
5億３０８９万円
３１億４２９3万円

歳入 歳出

◎万円で端数調整をおこなっています

5 4とよやま議会だよりNO.170　令和６年11月１日とよやま議会だよりNO.170　令和６年11月１日

子
ど
も
議
会

議
案
P
I
C
K
U
P

一
般
質
問

９
月
定
例
会

子
ど
も
議
会

議
案
P
I
C
K
U
P

一
般
質
問

９
月
定
例
会

9月定例会のあらまし
令和６年第３回定例会が９月２日から１８日まで開かれました。財政健全化判断比率などの報告

２件、専決処分２件、指定管理者の指定１件、人事案件２件、条例の制定１件、条例の一部改正１
件、規約の変更１件、令和５年度一般会計・特別会計決算６件、令和６年度一般会計・特別会計、下
水道事業会計補正予算６件、財産取得の追認２件、意見書の提出など２５議案が上程され、いず
れも原案通り承認・可決されました。

地方税
42億7224万円
45.2%

民生費
27億2272万円
29.7%

土木費
19億7534万円
21.5%

総務費
18億

8892万円
20.6% 寄附金

5億9777万円 6.3%

衛生費
7億2229万円 7.9%

消防費
3億5517万円 3.9%

教育費
9億5175万円 10.4%

公債費
2億5267万円
2.7%

議会費・労働費、
農林水産費、商工費
3億602万円 3.3%

繰入金
5億8413万円 6.2%

繰越金
3億346万円 3.2%
その他
5億6052万円 5.9%

地方消費税交付金
4億6312万円 4.9%

国庫支出金
13億6134万円 

14.4%

国庫支出金
13億6134万円 

14.4%

県支出金
3億6579万円 3.9%

地方債
5億4790万円 5.8%

その他
3億9685万円 4.2%

議会運営、労働支援、
農業対策、商工業、
観光支援など

高齢者・障がい者福祉、
保育園など

施設管理、税金の賦課徴収、
防犯など

ごみ処理、検診など
他会計からの
お金

国からの
補助金など

借金の返済

消防活動

県からの補助金など

地方消費税収入額の
一部が交付されるもの

小中学校の施設管理、
給食など

前年度からの
持越しのお金

負担金、使用料、
財産収入、諸収入など

用地購入、
道路整備など

自主財源
63億

1812万円
66.8%

自主財源
63億

1812万円
66.8%

依存財源
31億

3500万円
33.2%

依存財源
31億

3500万円
33.2%

実質収支額 1億7372万円
繰越明許繰越額 1億452万円 

◎比率は、決算額に対する構成比です

歳
入

歳
出

歳入歳出差し引き額 2億7824万円

令和６年第３回定例会（９月）
番　号 議　案 審議結果

承認第４号 令和６年度豊山町一般会計補正予算（専決第１号）の専決処分 賛成８反対１承認

承認第５号 令和６年度豊山町後期高齢者医療特別会計補正予算（専決第１号）の専決処分 賛成８反対１承認

議案第４５号 町立青山保育園及び総合福祉センター北館さざんか等の指定管理者の指定 全員賛成可決

議案第４６号 監査委員（堀尾博樹）の選任 全員賛成同意

議案第４７号 教育委員会委員（佐藤正司）の任命 賛成７反対２同意

議案第４８号 犯罪被害者等支援条例の制定 全員賛成可決

議案第４９号 国民健康保険条例の一部改正 全員賛成可決

議案第５０号 愛知県後期高齢者医療広域連合規約の変更 全員賛成可決

議案第５１号 令和５年度一般会計歳入歳出決算の認定 全員賛成認定

議案第５２号 令和５年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定 全員賛成認定

議案第５３号 令和５年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定 全員賛成認定

議案第５４号 令和５年度介護保険特別会計歳入歳出決算の認定 全員賛成認定

議案第５５号 令和５年度介護サービス事業特別会計歳入歳出決算の認定 全員賛成認定

議案第５６号 令和５年度公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定 全員賛成認定

議案第５７号 令和６年度一般会計補正予算（第３号） 全員賛成可決

議案第５８号 令和６年度国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 全員賛成可決

議案第５９号 令和６年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 全員賛成可決

議案第６０号 令和６年度介護保険特別会計補正予算（第１号） 全員賛成可決

議案第６１号 令和６年度介護サービス事業特別会計補正予算（第１号） 全員賛成可決

議案第６２号 令和６年度下水道事業会計補正予算（第２号） 全員賛成可決

議案第６３号 財産の取得の追認 賛成８反対１可決

議案第６４号 財産の取得の追認 賛成８反対１可決

発議第２号 定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担制度の堅持及び拡充を求める意見書の提出 賛成８反対１採択

発議第３号 国の私学助成の拡充に関する意見書の提出 賛成８反対１採択

発議第４号 愛知県の私学助成の拡充に関する意見書の提出 賛成８反対１採択

議長は議決には加わりません　太字は次頁に掲載

議 案 一 覧

議案 PICK UP
定例会で審議された議案や事業をピックアップして、
その中身や質疑を詳しく説明します

歳入決算額 94億5312万円
歳出決算額 91億7488万円一般会計

特別会計決算状況
会計名

国民健康保険
後期高齢者医療
介護保険
介護サービス事業
公共下水道事業
合計

１２億５３５１万円
２億４６７１万円
１１億４７１2万円

７０４万円
５億７９９０万円
３２億３４28万円

１２億３８５４万円
２億４５40万円
１１億２３０９万円

５０１万円
5億３０８９万円
３１億４２９3万円

歳入 歳出

◎万円で端数調整をおこなっています

5 4とよやま議会だよりNO.170　令和６年11月１日とよやま議会だよりNO.170　令和６年11月１日
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9月定例会のあらまし
令和６年第３回定例会が９月２日から１８日まで開かれました。財政健全化判断比率などの報告

２件、専決処分２件、指定管理者の指定１件、人事案件２件、条例の制定１件、条例の一部改正１
件、規約の変更１件、令和５年度一般会計・特別会計決算６件、令和６年度一般会計・特別会計、下
水道事業会計補正予算６件、財産取得の追認２件、意見書の提出など２５議案が上程され、いず
れも原案通り承認・可決されました。

地方税
42億7224万円
45.2%

民生費
27億2272万円
29.7%

土木費
19億7534万円
21.5%

総務費
18億

8892万円
20.6% 寄附金

5億9777万円 6.3%

衛生費
7億2229万円 7.9%

消防費
3億5517万円 3.9%

教育費
9億5175万円 10.4%

公債費
2億5267万円
2.7%

議会費・労働費、
農林水産費、商工費
3億602万円 3.3%

繰入金
5億8413万円 6.2%

繰越金
3億346万円 3.2%
その他
5億6052万円 5.9%

地方消費税交付金
4億6312万円 4.9%

国庫支出金
13億6134万円 

14.4%

国庫支出金
13億6134万円 

14.4%

県支出金
3億6579万円 3.9%

地方債
5億4790万円 5.8%

その他
3億9685万円 4.2%

議会費・労働費、

議会運営、労働支援、
農業対策、商工業、
観光支援など

高齢者・障がい者福祉、
保育園など
高齢者・障がい者福祉、

施設管理、税金の賦課徴収、
防犯など

衛生費
7億2229万円 7.9%

ごみ処理、検診など

5億8413万円 6.2%

他会計からの
お金

国からの
補助金など

2.7%

借金の返済

消防費
3億5517万円 3.9%

教育費

消防活動

3億6579万円 3.9%

5億4790万円 5.8%
県からの補助金など

4億6312万円 4.9%

地方消費税収入額の
一部が交付されるもの

小中学校の施設管理、
給食など

前年度からの
持越しのお金

5億6052万円 5.9%

地方消費税交付金

負担金、使用料、
財産収入、諸収入など

用地購入、
道路整備など

自主財源
63億

1812万円
66.8%

自主財源
63億

1812万円
66.8%

依存財源
31億

3500万円
33.2%

依存財源
31億

3500万円
33.2%

実質収支額 1億7372万円
繰越明許繰越額 1億452万円 

◎比率は、決算額に対する構成比です

歳
入

歳
出

歳入歳出差し引き額 2億7824万円



議案 PICK UP
定例会で審議された議案や事業をピックアップして、
その中身や質疑を詳しく説明します

歳入決算額 94億5312万円
歳出決算額 91億7488万円一般会計

特別会計決算状況
会計名

国民健康保険
後期高齢者医療
介護保険
介護サービス事業
公共下水道事業
合計

１２億５３５１万円
２億４６７１万円
１１億４７１2万円

７０４万円
５億７９９０万円
３２億３４28万円

１２億３８５４万円
２億４５40万円
１１億２３０９万円

５０１万円
5億３０８９万円
３１億４２９3万円

歳入 歳出

◎万円で端数調整をおこなっています
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9月定例会のあらまし
令和６年第３回定例会が９月２日から１８日まで開かれました。財政健全化判断比率などの報告

２件、専決処分２件、指定管理者の指定１件、人事案件２件、条例の制定１件、条例の一部改正１
件、規約の変更１件、令和５年度一般会計・特別会計決算６件、令和６年度一般会計・特別会計、下
水道事業会計補正予算６件、財産取得の追認２件、意見書の提出など２５議案が上程され、いず
れも原案通り承認・可決されました。

地方税
42億7224万円
45.2%

民生費
27億2272万円
29.7%

土木費
19億7534万円
21.5%

総務費
18億

8892万円
20.6% 寄附金

5億9777万円 6.3%

衛生費
7億2229万円 7.9%

消防費
3億5517万円 3.9%

教育費
9億5175万円 10.4%

公債費
2億5267万円
2.7%

議会費・労働費、
農林水産費、商工費
3億602万円 3.3%

繰入金
5億8413万円 6.2%

繰越金
3億346万円 3.2%
その他
5億6052万円 5.9%

地方消費税交付金
4億6312万円 4.9%

国庫支出金
13億6134万円 

14.4%

国庫支出金
13億6134万円 

14.4%

県支出金
3億6579万円 3.9%

地方債
5億4790万円 5.8%

その他
3億9685万円 4.2%

議会運営、労働支援、
農業対策、商工業、
観光支援など

高齢者・障がい者福祉、
保育園など

施設管理、税金の賦課徴収、
防犯など

ごみ処理、検診など
他会計からの
お金

国からの
補助金など

借金の返済

消防活動

県からの補助金など

地方消費税収入額の
一部が交付されるもの

小中学校の施設管理、
給食など

前年度からの
持越しのお金

負担金、使用料、
財産収入、諸収入など

用地購入、
道路整備など

自主財源
63億

1812万円
66.8%

自主財源
63億

1812万円
66.8%

依存財源
31億

3500万円
33.2%

依存財源
31億

3500万円
33.2%

実質収支額 1億7372万円
繰越明許繰越額 1億452万円 

◎比率は、決算額に対する構成比です

歳
入

歳
出

歳入歳出差し引き額 2億7824万円

令和６年第３回定例会（９月）
番　号 議　案 審議結果

承認第４号 令和６年度豊山町一般会計補正予算（専決第１号）の専決処分 賛成８反対１承認

承認第５号 令和６年度豊山町後期高齢者医療特別会計補正予算（専決第１号）の専決処分 賛成８反対１承認

議案第４５号 町立青山保育園及び総合福祉センター北館さざんか等の指定管理者の指定 全員賛成可決

議案第４６号 監査委員（堀尾博樹）の選任 全員賛成同意

議案第４７号 教育委員会委員（佐藤正司）の任命 賛成７反対２同意

議案第４８号 犯罪被害者等支援条例の制定 全員賛成可決

議案第４９号 国民健康保険条例の一部改正 全員賛成可決

議案第５０号 愛知県後期高齢者医療広域連合規約の変更 全員賛成可決

議案第５１号 令和５年度一般会計歳入歳出決算の認定 全員賛成認定

議案第５２号 令和５年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定 全員賛成認定

議案第５３号 令和５年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定 全員賛成認定

議案第５４号 令和５年度介護保険特別会計歳入歳出決算の認定 全員賛成認定

議案第５５号 令和５年度介護サービス事業特別会計歳入歳出決算の認定 全員賛成認定

議案第５６号 令和５年度公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定 全員賛成認定

議案第５７号 令和６年度一般会計補正予算（第３号） 全員賛成可決

議案第５８号 令和６年度国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 全員賛成可決

議案第５９号 令和６年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 全員賛成可決

議案第６０号 令和６年度介護保険特別会計補正予算（第１号） 全員賛成可決

議案第６１号 令和６年度介護サービス事業特別会計補正予算（第１号） 全員賛成可決

議案第６２号 令和６年度下水道事業会計補正予算（第２号） 全員賛成可決

議案第６３号 財産の取得の追認 賛成８反対１可決

議案第６４号 財産の取得の追認 賛成８反対１可決

発議第２号 定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担制度の堅持及び拡充を求める意見書の提出 賛成８反対１採択

発議第３号 国の私学助成の拡充に関する意見書の提出 賛成８反対１採択

発議第４号 愛知県の私学助成の拡充に関する意見書の提出 賛成８反対１採択

議長は議決には加わりません　太字は次頁に掲載

議 案 一 覧

議案 PICK UP
定例会で審議された議案や事業をピックアップして、
その中身や質疑を詳しく説明します

歳入決算額 94億5312万円
歳出決算額 91億7488万円一般会計

特別会計決算状況
会計名

国民健康保険
後期高齢者医療
介護保険
介護サービス事業
公共下水道事業
合計

１２億５３５１万円
２億４６７１万円
１１億４７１2万円

７０４万円
５億７９９０万円
３２億３４28万円

１２億３８５４万円
２億４５40万円
１１億２３０９万円

５０１万円
5億３０８９万円
３１億４２９3万円

歳入 歳出

◎万円で端数調整をおこなっています

5 4とよやま議会だよりNO.170　令和６年11月１日とよやま議会だよりNO.170　令和６年11月１日
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9月定例会のあらまし
令和６年第３回定例会が９月２日から１８日まで開かれました。財政健全化判断比率などの報告

２件、専決処分２件、指定管理者の指定１件、人事案件２件、条例の制定１件、条例の一部改正１
件、規約の変更１件、令和５年度一般会計・特別会計決算６件、令和６年度一般会計・特別会計、下
水道事業会計補正予算６件、財産取得の追認２件、意見書の提出など２５議案が上程され、いず
れも原案通り承認・可決されました。

地方税
42億7224万円
45.2%

民生費
27億2272万円
29.7%

土木費
19億7534万円
21.5%

総務費
18億

8892万円
20.6% 寄附金

5億9777万円 6.3%

衛生費
7億2229万円 7.9%

消防費
3億5517万円 3.9%

教育費
9億5175万円 10.4%

公債費
2億5267万円
2.7%

議会費・労働費、
農林水産費、商工費
3億602万円 3.3%

繰入金
5億8413万円 6.2%

繰越金
3億346万円 3.2%
その他
5億6052万円 5.9%

地方消費税交付金
4億6312万円 4.9%

国庫支出金
13億6134万円 

14.4%

国庫支出金
13億6134万円 

14.4%

県支出金
3億6579万円 3.9%

地方債
5億4790万円 5.8%

その他
3億9685万円 4.2%

議会費・労働費、

議会運営、労働支援、
農業対策、商工業、
観光支援など

高齢者・障がい者福祉、
保育園など
高齢者・障がい者福祉、

施設管理、税金の賦課徴収、
防犯など

衛生費
7億2229万円 7.9%

ごみ処理、検診など

5億8413万円 6.2%

他会計からの
お金

国からの
補助金など

2.7%

借金の返済

消防費
3億5517万円 3.9%

教育費

消防活動

3億6579万円 3.9%

5億4790万円 5.8%
県からの補助金など

4億6312万円 4.9%

地方消費税収入額の
一部が交付されるもの

小中学校の施設管理、
給食など

前年度からの
持越しのお金

5億6052万円 5.9%

地方消費税交付金

負担金、使用料、
財産収入、諸収入など

用地購入、
道路整備など

自主財源
63億

1812万円
66.8%

自主財源
63億

1812万円
66.8%

依存財源
31億

3500万円
33.2%

依存財源
31億

3500万円
33.2%

実質収支額 1億7372万円
繰越明許繰越額 1億452万円 

◎比率は、決算額に対する構成比です

歳
入

歳
出

歳入歳出差し引き額 2億7824万円



◎全文記録（議事録）は、12月上旬に町ホームページに掲載しますのでご覧ください。

９月９日（月）　８人が質問に立った。
一問一答方式で、制限時間は答弁を含み１人６０分。

　一般質問とは、町が行っている事業や計画について議員が住民に
代わって質問したり要望を伝えたり、今後の町のあり方について議
論、提言することである。

あなたの想い、議会へ

一般質問

ラインナ
ップ

議会だよりには、太字のみ掲載
議案
第51号 令和５年度一般会計決算

2年連続の赤字で、その額も大きくなっており若干懸念される。今後の
財政運営について聞く。

Q

今回の結果を真摯に受け止め、国や県からの補助金や新たな財源の確保
により一層努めていく。町民の皆さまの暮らしを最優先とし、必要な投資
はきちんと行いながら、既存事業の見直しの徹底や事務の効率化による
経費節減など、適正な財政運営に職員一丸となって取り組んでいく。

A

令和５年度の総括

議案
第54号 令和 5年度介護保険特別会計決算

サービス給付費の増加の理由を聞く。Q

その要因は要介護認定者数が41人増加したことと、
1件あたりの給付費が高額な施設に入所しての施設介
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第48号 犯罪被害者等支援条例の制定
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が安全で安心して暮らせる地域社会の実現に寄与すること

条例制定に至った背景や思いを聞く。Q

ひとたび犯罪に遭うと、命や財産を奪われるといった直
接的な被害に加え、周囲の配慮に欠けた対応などによっ
て、間接的な被害にも苦しめられたりすることもある。
行政だけでなく、町民や事業者を含めた地域全体で犯
罪被害者の方を支える取り組みを推進していくことが
重要である。
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２ 岡 島 政 信 ●小中学校の水泳授業の在り方について P.９
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A.他自治体を注視し検討する

Q.
引
き
続
き
町
政
を
担
う
思
い
は

A.
環
境
が
許
せ
ば
町
政
を
担
い
た
い

Q. Q.
A.

児童遊園に健康遊具の
設置を

遊具の取り替え時に判断

水泳授業の外部委託導入を

お か じ ま

岡島　剛 議員
OKAJIMA Tsuyoshi

つ よ しお か じ ま ま さ の ぶ

岡島政信 議員
OKAJIMA Masanobu

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
水
泳
授

業
（
実
技
）
が
消
え
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
２
類
か

ら
５
類
に
変
更
さ
れ
、
水
泳
授
業

が
戻
っ
た
。
教
員
は
、
児
童
生
徒

と
向
き
合
う
時
間
を
大
切
に
し
て

い
る
。
そ
の
一
方
で
教
職
員
の
未

配
置
や
教
員
不
足
が
時
々
新
聞
紙

面
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
た
め
、

当
町
は
ど
う
か
聞
く
。

Q
教
員
の
多
忙
化
、
教
員
不
足

が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
教

育
委
員
会
は
、
教
員
の
働
き
方
改

革
に
ど
の
よ
う
な
対
策
を
し
た
か
。

A
教
育
参
事

本
町
は
教
員
の
未
配
置
は
な

く
、
教
職
員
の
定
数
に
沿
っ
た
組

織
体
制
の
も
と
学
校
運
営
を
進
め

て
い
る
。

　
学
校
経
営
や
組
織
体
制
な
ど
の

観
点
か
ら
、
働
き
方
改
革
を
進
め

て
き
た
。
例
え
ば
、
保
護
者
向
け

緊
急
連
絡
ア
プ
リ
や
学
校
徴
収
金

の
自
動
引
き
落
と
し
、
デ
ジ
タ
ル

採
点
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
の
取

り
組
み
で
、
教
員
の
勤
務
時
間
外

の
在
校
時
間
は
、
年
々
減
っ
て
き

て
い
る
。

Q
教
員
は
、
プ
ー
ル
施
設
の
安

全
管
理
や
水
泳
授
業
で
の
児

童
生
徒
の
見
守
り
な
ど
必
然
的
に

行
う
事
項
で
の
負
担
が
大
き
く
感

じ
る
。
ど
の
よ
う
な
対
策
を
し
て

い
る
か
。

A
教
育
参
事

教
員
は
、
ろ
過
機
の
確
認
や

水
質
管
理
、
設
備
の
安
全
点
検
な

ど
日
常
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
子
ど
も
の
安
全
管
理
で

は
、
既
往
症
の
確
認
や
当
日
の
健

康
状
態
の
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
、
体
調

面
を
把
握
し
、
常
に
緊
張
感
を
も

っ
て
水
泳
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
。

　
水
泳
指
導
す
る
教
員
の
負
担
軽

減
は
、
設
備
管
理
や
プ
ー
ル
清
掃

を
民
間
委
託
し
、
子
ど
も
の
安
全

管
理
は
、
多
く
の
教
員
で
指
導
す

る
体
制
を
と
っ
て
い
る
。

Q
愛
知
県
で
は
７
月
１
日
か
ら

19
日
ま
で
７
日
間
、
熱
中
症

警
戒
ア
ラ
ー
ト
が
発
令
さ
れ
た
。

学
校
で
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し

て
い
る
か
。

A
教
育
参
事

国
か
ら
出
て
い
る
「
熱
中
症

予
防
に
向
け
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

に
よ
る
と
、
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー

ト
が
発
令
さ
れ
た
場
合
は
、
暑
さ

指
数
（
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
）
に
応
じ
て
激

し
い
運
動
は
控
え
、
運
動
を
中
止

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
水
泳
指
導
で
は
、
熱
中
症
対
策

と
し
て
活
動
時
間
の
短
縮
や
こ
ま

め
な
休
憩
・
水
分
補
給
の
時
間
確

保
、
日
陰
な
ど
避
暑
す
る
場
所
の

設
置
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
水
泳
に
関
す
る
授
業
は
、
年
間

10
時
間
実
施
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
実
技
指
導
が
中
止
の
場
合
、

別
日
に
振
り
替
え
、
当
日
は
教
室

で
水
泳
に
関
す
る
内
容
や
他
教
科

に
切
り
替
え
る
な
ど
の
対
応
を
し

て
い
る
。

Q
笹
川
ス
ポ
ー
ツ
財
団
の
調
査

で
、
２
０
１
０
年
か
ら
２
０

２
１
年
の
間
、
４
歳
か
ら
11
歳
の

子
ど
も
の
習
い
事
で
１
位
は
水
泳

で
あ
る
。

　
愛
知
教
育
大
学
大
学
院
教
育
研

究
科
の
論
文（
教
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
）
に
よ
る
と
、
泳
力
差
が

あ
る
た
め
指
導
が
困
難
と
感
じ
る

教
員
が
多
く
、
専
門
の
外
部
指
導

員
の
動
員
や
指
導
者
の
増
加
な
ど

望
む
声
が
多
い
と
さ
れ
て
い
た
。

　
こ
う
し
た
声
や
状
況
を
踏
ま
え

る
と
外
部
講
師
・
外
部
委
託
に
よ

る
水
泳
授
業
の
導
入
を
進
め
、
教

員
の
負
担
軽
減
、
児
童
生
徒
の
安

全
確
保
に
繋
が
る
と
考
え
る
、
町

の
考
え
は
。

A
教
育
参
事

学
習
指
導
要
領
に
は
、
水
泳

は
体
育
授
業
の
一
環
と
し
て
実
施

す
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

　
民
間
委
託
は
、水
泳
指
導
に
関
す

る
課
題
の
解
決
や
教
員
の
働
き
方

改
革
を
進
め
る
一
つ
の
方
法
で
あ

る
と
思
う
。
た
だ
学
校
教
育
は
、
あ

く
ま
で
も
教
員
が
主
体
的
に
指
導

す
る
も
の
で
、公
教
育
と
民
間
と
の

連
携
は
慎
重
に
進
め
る
必
要
が
あ

る
。
今
後
は
、
他
の
自
治
体
の
動
向

を
注
視
し
、
検
討
を
進
め
る
。
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I
C
K
U
P

一
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質
問

９
月
定
例
会

A.他自治体を注視し検討する

Q.
引
き
続
き
町
政
を
担
う
思
い
は

A.
環
境
が
許
せ
ば
町
政
を
担
い
た
い

Q. Q.
A.

児童遊園に健康遊具の
設置を

遊具の取り替え時に判断

水泳授業の外部委託導入を

お か じ ま

岡島　剛 議員
OKAJIMA Tsuyoshi

つ よ しお か じ ま ま さ の ぶ

岡島政信 議員
OKAJIMA Masanobu

　
児
童
遊
園
は
、
児
童
に
健
全
な

遊
び
を
与
え
、
そ
の
健
康
を
増
進

し
、
ま
た
情
操
を
豊
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
少
子
高
齢
化
を
考

え
る
と
、
児
童
だ
け
で
な
く
、
多

く
の
町
民
が
利
用
す
る
こ
と
で
世

代
の
違
う
人
た
ち
が
交
流
で
き
る

場
と
な
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

Q
HP
で
は
令
和
６
年
８
月
１
日

現
在
で
、
９
カ
所
の
児
童
遊

園
で
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
が
契
約

さ
れ
て
い
る
。
契
約
さ
れ
て
い
る

９
カ
所
は
、
比
較
的
利
用
率
の
高

い
児
童
遊
園
で
は
な
い
か
と
考
え

る
が
、
町
の
見
解
は
ど
う
か
。

A
生
活
福
祉
部
長

利
用
率
は
把
握
し
て
い
な
い

が
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
は
、
企

業
の
地
域
貢
献
に
よ
る
イ
メ
ー
ジ

や
認
知
度
の
向
上
を
図
る
こ
と
が

で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
そ
の

た
め
、
児
童
遊
園
を
利
用
す
る
人

や
地
域
の
方
な
ど
に
企
業
名
を
見

聞
き
す
る
機
会
を
増
や
す
こ
と
が

で
き
、
宣
伝
効
果
が
期
待
で
き
る

場
所
を
選
択
肢
の
一
つ
に
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

Q
町
内
に
健
康
遊
具
を
設
置
し

て
い
る
児
童
遊
園
は
あ
る
の

か
。
ま
た
、
健
康
遊
具
を
設
置
す

る
こ
と
に
よ
り
、
大
人
も
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
利
用
率
の
増
加
、

将
来
的
に
フ
レ
イ
ル
予
防
に
も
繋

が
る
の
で
は
な
い
か
。
ひ
い
て
は
、

利
用
者
が
増
え
れ
ば
防
犯
対
策
に

も
な
る
と
考
え
る
が
、
児
童
遊
園

に
健
康
遊
具
を
設
置
し
て
は
ど
う

か
。A

生
活
福
祉
部
長

本
町
で
は
、
産
業
文
化
会
館

児
童
遊
園
に
背
伸
ば
し
ベ
ン
チ
を

設
置
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、
児
童
遊
園
の
改
修
整

備
や
老
朽
化
し
た
遊
具
の
取
り
替

え
な
ど
の
際
に
地
域
の
ご
意
見
を

伺
い
な
が
ら
判
断
し
て
い
く
。

Q
鈴
木
町
長
は
、
ど
の
よ
う
な

思
い
で
第
５
次
総
合
計
画
の

後
期
基
本
計
画
や
臨
空
第
２
公
園

の
基
本
計
画
を
進
め
て
い
る
の
か
。

A
総
務
部
長

後
期
基
本
計
画
は
、
情
勢
の

変
化
や
前
期
基
本
計
画
で
の
課
題

を
踏
ま
え
、
ま
ち
の
将
来
像
で
あ

る
「
一
人
ひ
と
り
が
輝
く
　
暮
ら

し
豊
か
な
　
ア
ー
バ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
」

を
実
現
で
き
る
計
画
に
し
て
ま
い

り
た
い
。

　
臨
空
第
２
公
園
は
、
災
害
時
の

避
難
所
と
し
て
の
機
能
を
基
本

に
、
平
常
時
に
は
、
隣
接
す
る
愛

知
県
の
防
災
公
園
や
本
町
の
神
明

公
園
と
と
も
に
、
憩
い
の
場
と
し

て
だ
け
で
は
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
大

会
や
マ
ル
シ
ェ
な
ど
の
賑
わ
い
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
幅
広
い
世
代
が
集

う
場
と
な
る
事
を
考
え
て
い
る
。

Q
令
和
６
年
11
月
10
日
、
任
期

満
了
に
伴
う
豊
山
町
長
選
挙

が
執
行
さ
れ
る
。
町
長
は
、
引
き

続
き
町
政
を
担
う
思
い
は
あ
る
の

か
。A

町
長

多
く
の
課
題
に
取
り
組
む
に

あ
た
り
、
環
境
が
許
せ
ば
、
引
き

続
き
町
政
を
担
わ
せ
て
い
た
だ

き
、
職
員
、
議
員
、
町
民
の
皆
さ

ま
と
と
も
に
、
夢
の
あ
る
豊
山
町

の
未
来
を
創
っ
て
い
け
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。

背伸ばしベンチ

11月10日に町長選挙が執行される
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コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
水
泳
授

業
（
実
技
）
が
消
え
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
２
類
か

ら
５
類
に
変
更
さ
れ
、
水
泳
授
業

が
戻
っ
た
。
教
員
は
、
児
童
生
徒

と
向
き
合
う
時
間
を
大
切
に
し
て

い
る
。
そ
の
一
方
で
教
職
員
の
未

配
置
や
教
員
不
足
が
時
々
新
聞
紙

面
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
た
め
、

当
町
は
ど
う
か
聞
く
。

Q
教
員
の
多
忙
化
、
教
員
不
足

が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
教

育
委
員
会
は
、
教
員
の
働
き
方
改

革
に
ど
の
よ
う
な
対
策
を
し
た
か
。

A
教
育
参
事

本
町
は
教
員
の
未
配
置
は
な

く
、
教
職
員
の
定
数
に
沿
っ
た
組

織
体
制
の
も
と
学
校
運
営
を
進
め

て
い
る
。

　
学
校
経
営
や
組
織
体
制
な
ど
の

観
点
か
ら
、
働
き
方
改
革
を
進
め

て
き
た
。
例
え
ば
、
保
護
者
向
け

緊
急
連
絡
ア
プ
リ
や
学
校
徴
収
金

の
自
動
引
き
落
と
し
、
デ
ジ
タ
ル

採
点
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
の
取

り
組
み
で
、
教
員
の
勤
務
時
間
外

の
在
校
時
間
は
、
年
々
減
っ
て
き

て
い
る
。

Q
教
員
は
、
プ
ー
ル
施
設
の
安

全
管
理
や
水
泳
授
業
で
の
児

童
生
徒
の
見
守
り
な
ど
必
然
的
に

行
う
事
項
で
の
負
担
が
大
き
く
感

じ
る
。
ど
の
よ
う
な
対
策
を
し
て

い
る
か
。

A
教
育
参
事

教
員
は
、
ろ
過
機
の
確
認
や

水
質
管
理
、
設
備
の
安
全
点
検
な

ど
日
常
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
子
ど
も
の
安
全
管
理
で

は
、
既
往
症
の
確
認
や
当
日
の
健

康
状
態
の
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
、
体
調

面
を
把
握
し
、
常
に
緊
張
感
を
も

っ
て
水
泳
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
。

　
水
泳
指
導
す
る
教
員
の
負
担
軽

減
は
、
設
備
管
理
や
プ
ー
ル
清
掃

を
民
間
委
託
し
、
子
ど
も
の
安
全

管
理
は
、
多
く
の
教
員
で
指
導
す

る
体
制
を
と
っ
て
い
る
。

Q
愛
知
県
で
は
７
月
１
日
か
ら

19
日
ま
で
７
日
間
、
熱
中
症

警
戒
ア
ラ
ー
ト
が
発
令
さ
れ
た
。

学
校
で
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し

て
い
る
か
。

A
教
育
参
事

国
か
ら
出
て
い
る
「
熱
中
症

予
防
に
向
け
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

に
よ
る
と
、
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー

ト
が
発
令
さ
れ
た
場
合
は
、
暑
さ

指
数
（
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
）
に
応
じ
て
激

し
い
運
動
は
控
え
、
運
動
を
中
止

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
水
泳
指
導
で
は
、
熱
中
症
対
策

と
し
て
活
動
時
間
の
短
縮
や
こ
ま

め
な
休
憩
・
水
分
補
給
の
時
間
確

保
、
日
陰
な
ど
避
暑
す
る
場
所
の

設
置
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
水
泳
に
関
す
る
授
業
は
、
年
間

10
時
間
実
施
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
実
技
指
導
が
中
止
の
場
合
、

別
日
に
振
り
替
え
、
当
日
は
教
室

で
水
泳
に
関
す
る
内
容
や
他
教
科

に
切
り
替
え
る
な
ど
の
対
応
を
し

て
い
る
。

Q
笹
川
ス
ポ
ー
ツ
財
団
の
調
査

で
、
２
０
１
０
年
か
ら
２
０

２
１
年
の
間
、
４
歳
か
ら
11
歳
の

子
ど
も
の
習
い
事
で
１
位
は
水
泳

で
あ
る
。

　
愛
知
教
育
大
学
大
学
院
教
育
研

究
科
の
論
文（
教
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
）
に
よ
る
と
、
泳
力
差
が

あ
る
た
め
指
導
が
困
難
と
感
じ
る

教
員
が
多
く
、
専
門
の
外
部
指
導

員
の
動
員
や
指
導
者
の
増
加
な
ど

望
む
声
が
多
い
と
さ
れ
て
い
た
。

　
こ
う
し
た
声
や
状
況
を
踏
ま
え

る
と
外
部
講
師
・
外
部
委
託
に
よ

る
水
泳
授
業
の
導
入
を
進
め
、
教

員
の
負
担
軽
減
、
児
童
生
徒
の
安

全
確
保
に
繋
が
る
と
考
え
る
、
町

の
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は
。
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の
ご
意
見
を

伺
い
な
が
ら
判
断
し
て
い
く
。

Q
鈴
木
町
長
は
、
ど
の
よ
う
な

思
い
で
第
５
次
総
合
計
画
の

後
期
基
本
計
画
や
臨
空
第
２
公
園

の
基
本
計
画
を
進
め
て
い
る
の
か
。

A
総
務
部
長

後
期
基
本
計
画
は
、
情
勢
の

変
化
や
前
期
基
本
計
画
で
の
課
題

を
踏
ま
え
、
ま
ち
の
将
来
像
で
あ

る
「
一
人
ひ
と
り
が
輝
く
　
暮
ら

し
豊
か
な
　
ア
ー
バ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
」

を
実
現
で
き
る
計
画
に
し
て
ま
い

り
た
い
。

　
臨
空
第
２
公
園
は
、
災
害
時
の

避
難
所
と
し
て
の
機
能
を
基
本

に
、
平
常
時
に
は
、
隣
接
す
る
愛

知
県
の
防
災
公
園
や
本
町
の
神
明

公
園
と
と
も
に
、
憩
い
の
場
と
し

て
だ
け
で
は
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
大

会
や
マ
ル
シ
ェ
な
ど
の
賑
わ
い
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
幅
広
い
世
代
が
集

う
場
と
な
る
事
を
考
え
て
い
る
。

Q
令
和
６
年
11
月
10
日
、
任
期

満
了
に
伴
う
豊
山
町
長
選
挙

が
執
行
さ
れ
る
。
町
長
は
、
引
き

続
き
町
政
を
担
う
思
い
は
あ
る
の

か
。A

町
長

多
く
の
課
題
に
取
り
組
む
に

あ
た
り
、
環
境
が
許
せ
ば
、
引
き

続
き
町
政
を
担
わ
せ
て
い
た
だ

き
、
職
員
、
議
員
、
町
民
の
皆
さ

ま
と
と
も
に
、
夢
の
あ
る
豊
山
町

の
未
来
を
創
っ
て
い
け
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。

背伸ばしベンチ

11月10日に町長選挙が執行される
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C
K
U
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一
般
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問

９
月
定
例
会

A.活性化に向けて検討する

Q.
産
後
ケ
ア
事
業
の
現
状
は

A.
自
身
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

Q. Q.
A.

災害対応力の強化を

受援計画策定を検討

町民活動の支援内容、
充実を

い わ む ら

岩村みゆき 議員
IWAMURA Miyuki

Q.
福
祉
作
業
所
移
行
の
見
直
し
は

A.
改
め
て
、あ
り
方
を
検
討

さ く  の け い こ  

作野桂子 議員
SAKUNO Keiko

　
８
月
の
子
ど
も
議
会
で
、新
し
い

イ
ベ
ン
ト
や
除
草
に
つ
い
て
質
問
が

あ
り
、
町
長
は
「
町
民
が
自
発
的
に

動
い
て
欲
し
い
」と
い
う
趣
旨
の
発

言
を
さ
れ
た
。
ま
た
、
に
じ
い
ろ
食

堂
の
夏
休
み
の
活
動
に
つ
い
て
も
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で「
こ
う
し
た
活
動
が
広
が

っ
て
い
く
町
に
な
れ
ば
と
支
援
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
、
投
稿

を
さ
れ
た
。

　
本
当
に
困
っ
た
方
、
ひ
と
り
親

世
帯
な
ど
に
限
定
し
て
食
糧
支
援

を
し
て
い
る
子
ど
も
支
援
団
体
Ｏ

Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ
（
お
は
な
）
の
立
ち
上

げ
に
関
わ
っ
た
が
、
何
か
ら
始
め

た
ら
良
い
の
か
分
か
ら
ず
、
物
資

や
資
金
集
め
に
も
苦
労
し
て
い
た
。

　
町
民
の
生
活
課
題
が
多
様
化
す

る
中
で
、
町
民
活
動
が
活
発
に
な

れ
ば
、
助
け
を
必
要
と
し
て
い
る

方
を
も
っ
と
適
切
な
形
で
支
え
る

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

Q
住
民
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置

や
町
民
活
動
の
支
援
内
容
を

充
実
し
て
は
ど
う
か
。

A
企
画
調
整
部
長

支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
、

①
住
民
活
動
や
活
動
し
た
い
人
の

相
談
窓
口
、
②
イ
ベ
ン
ト
や
会
員

募
集
な
ど
住
民
活
動
の
情
報
提

供
、
③
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
チ
ラ
シ

づ
く
り
な
ど
活
動
の
場
の
提
供
で

あ
る
。
現
在
実
施
し
て
い
る
内
容

や
今
後
、
実
施
可
能
な
内
容
を
整

理
し
、
活
動
の
活
性
化
に
向
け
た

取
り
組
み
の
検
討
を
進
め
る
。

Q
活
動
を
始
め
た
ば
か
り
の
団

体
や
、
始
め
よ
う
と
し
て
い

る
団
体
に
補
助
金
を
出
し
て
は
ど

う
か
。
ま
た
、
町
だ
け
で
は
解
決

で
き
な
い
課
題
に
取
り
組
む
団
体

を
継
続
的
に
支
援
し
て
は
ど
う
か
。

A
企
画
調
整
部
長

他
市
町
の
さ
ま
ざ
ま
な
支
援

事
業
の
情
報
収
集
に
努
め
、
支
援

体
制
の
充
実
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

で
き
る
よ
う
調
査
研
究
す
る
。

　
日
本
で
は
、
２
０
０
６
年
ま
で

は
自
治
体
独
自
の
補
助
金
制
度
で

作
業
所
な
ど
が
運
営
さ
れ
て
い
た

が
「
障
害
者
総
合
支
援
法
」
の
施

行
後
、
多
く
が
法
に
基
づ
く
事
業

体
に
移
行
し
て
き
た
。

　
豊
山
町
は
２
０
２
１
年
に
、
豊

山
町
障
害
者
福
祉
計
画
に
お
い
て

「
福
祉
作
業
所
を
就
労
継
続
支
援

Ｂ
型
の
事
業
所
（
Ｂ
型
事
業
所
）

に
移
行
す
る
こ
と
を
検
討
す
る
」

と
発
表
し
た
。
そ
の
後
「
２
０
２

５
年
４
月
に
開
所
す
る
」
と
発
表

し
た
。

　
福
祉
作
業
所
が
利
用
者
の
ニ
ー

ズ
を
踏
ま
え
、
前
進
し
て
い
く
こ

と
は
、
と
て
も
嬉
し
く
思
っ
て
い

る
が
、
今
後
、
福
祉
人
材
不
足
は

更
に
深
刻
化
す
る
。
ま
た
、
多
様

化
・
複
雑
化
し
て
い
る
福
祉
ニ
ー

ズ
に
対
応
で
き
る
包
括
的
な
取
り

組
み
を
進
め
、
共
生
社
会
を
実
現

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

Q
計
画
当
初
は
町
内
に
な
か
っ

た
民
間
の
Ｂ
型
事
業
所
が
６

月
に
設
置
さ
れ
た
。

　
福
祉
作
業
所
か
ら
の
移
行
先
と

し
て「
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
」

や
「
共
生
型
サ
ー
ビ
ス
」「
民
間
委

託
」
も
視
野
に
入
れ
て
再
度
見
直

し
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

A
生
活
福
祉
部
長

こ
こ
数
年
の
間
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
種
類
の
福
祉
事
業
所
が
開
所

し
、
利
用
さ
れ
る
方
々
の
選
択
肢

の
幅
が
広
が
っ
て
い
る
。
提
案
の

あ
っ
た
と
お
り
、
改
め
て
福
祉
作

業
所
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
。

ＯＨＡＮＡのメンバー
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方
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能
登
半
島
地
震
で
は
災
害
対
応

に
係
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
決
し
て
能
登
半
島

地
震
を
他
人
ご
と
に
し
て
は
な
ら

な
い
と
思
い
、
質
問
す
る
。

Q
仮
設
住
宅
の
早
期
整
備
と
確

保
の
現
状
は
ど
う
か
。

A
産
業
建
設
部
長

応
急
仮
設
住
宅
に
つ
い
て

は
、
災
害
救
助
法
の
適
用
を
受
け

た
市
町
村
か
ら
の
要
請
で
愛
知
県

が
設
置
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
応
急
仮
設
住
宅
が
必
要
と
な

っ
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
建
設

用
地
を
確
保
し
た
う
え
で
県
に
対

し
設
置
を
要
請
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
令
和
４
年
９
月
に
災
害

時
に
お
け
る
住
宅
確
保
困
難
者
へ

賃
貸
型
応
急
仮
設
住
宅
の
供
与
な

ど
に
つ
い
て
、
愛
知
県
住
宅
供
給

公
社
と
災
害
協
定
を
締
結
し
て
お

り
、
被
災
時
に
は
住
宅
の
供
給
が

受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

Q
職
員
自
身
も
被
災
者
に
な
る

可
能
性
が
あ
り
、
限
ら
れ
た

職
員
で
の
対
応
に
な
る
。
発
災
時

に
各
方
面
か
ら
の
支
援
の
申
し
出

に
円
滑
に
対
応
す
る
必
要
が
あ

る
。
受
援
体
制
の
計
画
は
。

A
企
画
調
整
部
長

大
規
模
災
害
時
、
町
単
独
の

対
応
は
困
難
な
も
の
に
な
る
。
災

害
発
生
直
後
か
ら
、
被
災
地
以
外

の
自
治
体
よ
り
、
災
害
対
策
基
本

法
や
災
害
時
対
応
協
定
に
基
づ

き
、
職
員
の
派
遣
、
物
資
の
提
供

な
ど
、
さ
ら
に
事
業
者
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
よ

る
支
援
も
多
く
行
わ
れ
る
。
応
援

要
員
の
迅
速
・
的
確
な
受
け
入
れ

を
行
う
た
め
「
受
援
計
画
」
の
策

定
は
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
る
。

現
在
、
策
定
に
向
け
て
検
討
中
で

あ
る
。

Q
産
後
ケ
ア
事
業
の
内
容
は
。

ま
た
、
課
題
は
あ
る
か
。

A
生
活
福
祉
部
長

医
療
機
関
で
宿
泊
し
て
ケ
ア

を
受
け
る
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
型
と

日
帰
り
で
受
け
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

型
、
自
宅
に
助
産
師
が
訪
問
す
る

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
の
３
種
類
を
実

施
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ー

ビ
ス
に
お
い
て
、
母
親
の
健
康
管

理
や
産
後
の
生
活
の
ア
ド
バ
イ

ス
、
授
乳
方
法
の
指
導
、
育
児
相

談
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
令
和
３
年
度
開
始
当
時
は
医
療

機
関
が
少
な
く
、
連
続
で
の
空
き

ベ
ッ
ト
が
確
保
で
き
な
い
な
ど
、

医
療
機
関
の
確
保
が
課
題
で
あ
っ

た
。
現
在
は
７
カ
所
と
契
約
し
て

い
る
。
ま
た
、
令
和
６
年
度
か
ら

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
を
開
始
し
た
こ

と
で
、
利
用
者
が
ご
自
身
に
合
っ

た
サ
ー
ビ
ス
を
選
ん
で
利
用
い
た

だ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

Q
昔
と
は
家
族
の
形
態
が
変
わ

っ
て
き
て
い
る
。
誰
で
も
気

軽
に
利
用
で
き
る
事
業
に
な
る
べ

き
と
考
え
る
。
豊
山
町
産
後
ケ
ア

事
業
実
施
要
綱
の
対
象
者
に
つ
い

て
見
直
し
を
お
願
い
し
た
い
。

A
生
活
福
祉
部
長

国
は
令
和
５
年
度
に
対
象
者

に
つ
い
て
「
心
身
の
不
調
又
は
不

安
が
あ
る
者
」
か
ら
「
産
後
ケ
ア

を
必
要
と
す
る
者
」
へ
見
直
し
た
。

本
町
に
お
い
て
も
令
和
７
年
度
に

向
け
要
綱
を
見
直
し
、
対
象
者
の

拡
大
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

災害協定を締結した第一住宅（イメージ図）
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化
に
向
け
た

取
り
組
み
の
検
討
を
進
め
る
。

Q
活
動
を
始
め
た
ば
か
り
の
団

体
や
、
始
め
よ
う
と
し
て
い

る
団
体
に
補
助
金
を
出
し
て
は
ど

う
か
。
ま
た
、
町
だ
け
で
は
解
決

で
き
な
い
課
題
に
取
り
組
む
団
体

を
継
続
的
に
支
援
し
て
は
ど
う
か
。

A
企
画
調
整
部
長

他
市
町
の
さ
ま
ざ
ま
な
支
援

事
業
の
情
報
収
集
に
努
め
、
支
援

体
制
の
充
実
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

で
き
る
よ
う
調
査
研
究
す
る
。

　
日
本
で
は
、
２
０
０
６
年
ま
で

は
自
治
体
独
自
の
補
助
金
制
度
で

作
業
所
な
ど
が
運
営
さ
れ
て
い
た

が
「
障
害
者
総
合
支
援
法
」
の
施

行
後
、
多
く
が
法
に
基
づ
く
事
業

体
に
移
行
し
て
き
た
。

　
豊
山
町
は
２
０
２
１
年
に
、
豊

山
町
障
害
者
福
祉
計
画
に
お
い
て

「
福
祉
作
業
所
を
就
労
継
続
支
援

Ｂ
型
の
事
業
所
（
Ｂ
型
事
業
所
）

に
移
行
す
る
こ
と
を
検
討
す
る
」

と
発
表
し
た
。
そ
の
後
「
２
０
２

５
年
４
月
に
開
所
す
る
」
と
発
表

し
た
。

　
福
祉
作
業
所
が
利
用
者
の
ニ
ー

ズ
を
踏
ま
え
、
前
進
し
て
い
く
こ

と
は
、
と
て
も
嬉
し
く
思
っ
て
い

る
が
、
今
後
、
福
祉
人
材
不
足
は

更
に
深
刻
化
す
る
。
ま
た
、
多
様

化
・
複
雑
化
し
て
い
る
福
祉
ニ
ー

ズ
に
対
応
で
き
る
包
括
的
な
取
り

組
み
を
進
め
、
共
生
社
会
を
実
現

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

Q
計
画
当
初
は
町
内
に
な
か
っ

た
民
間
の
Ｂ
型
事
業
所
が
６

月
に
設
置
さ
れ
た
。

　
福
祉
作
業
所
か
ら
の
移
行
先
と

し
て「
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
」

や
「
共
生
型
サ
ー
ビ
ス
」「
民
間
委

託
」
も
視
野
に
入
れ
て
再
度
見
直

し
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

A
生
活
福
祉
部
長

こ
こ
数
年
の
間
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
種
類
の
福
祉
事
業
所
が
開
所

し
、
利
用
さ
れ
る
方
々
の
選
択
肢

の
幅
が
広
が
っ
て
い
る
。
提
案
の

あ
っ
た
と
お
り
、
改
め
て
福
祉
作

業
所
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
。

ＯＨＡＮＡのメンバー
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A.活性化に向けて検討する

Q.
産
後
ケ
ア
事
業
の
現
状
は

A.
自
身
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

Q. Q.
A.

災害対応力の強化を

受援計画策定を検討

町民活動の支援内容、
充実を

い わ む ら

岩村みゆき 議員
IWAMURA Miyuki

Q.
福
祉
作
業
所
移
行
の
見
直
し
は

A.
改
め
て
、あ
り
方
を
検
討

さ く  の け い こ  

作野桂子 議員
SAKUNO Keiko

　
能
登
半
島
地
震
で
は
災
害
対
応

に
係
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
決
し
て
能
登
半
島

地
震
を
他
人
ご
と
に
し
て
は
な
ら

な
い
と
思
い
、
質
問
す
る
。

Q
仮
設
住
宅
の
早
期
整
備
と
確

保
の
現
状
は
ど
う
か
。

A
産
業
建
設
部
長

応
急
仮
設
住
宅
に
つ
い
て

は
、
災
害
救
助
法
の
適
用
を
受
け

た
市
町
村
か
ら
の
要
請
で
愛
知
県

が
設
置
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
応
急
仮
設
住
宅
が
必
要
と
な

っ
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
建
設

用
地
を
確
保
し
た
う
え
で
県
に
対

し
設
置
を
要
請
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
令
和
４
年
９
月
に
災
害

時
に
お
け
る
住
宅
確
保
困
難
者
へ

賃
貸
型
応
急
仮
設
住
宅
の
供
与
な

ど
に
つ
い
て
、
愛
知
県
住
宅
供
給

公
社
と
災
害
協
定
を
締
結
し
て
お

り
、
被
災
時
に
は
住
宅
の
供
給
が

受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

Q
職
員
自
身
も
被
災
者
に
な
る

可
能
性
が
あ
り
、
限
ら
れ
た

職
員
で
の
対
応
に
な
る
。
発
災
時

に
各
方
面
か
ら
の
支
援
の
申
し
出

に
円
滑
に
対
応
す
る
必
要
が
あ

る
。
受
援
体
制
の
計
画
は
。

A
企
画
調
整
部
長

大
規
模
災
害
時
、
町
単
独
の

対
応
は
困
難
な
も
の
に
な
る
。
災

害
発
生
直
後
か
ら
、
被
災
地
以
外

の
自
治
体
よ
り
、
災
害
対
策
基
本

法
や
災
害
時
対
応
協
定
に
基
づ

き
、
職
員
の
派
遣
、
物
資
の
提
供

な
ど
、
さ
ら
に
事
業
者
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
よ

る
支
援
も
多
く
行
わ
れ
る
。
応
援

要
員
の
迅
速
・
的
確
な
受
け
入
れ

を
行
う
た
め
「
受
援
計
画
」
の
策

定
は
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
る
。

現
在
、
策
定
に
向
け
て
検
討
中
で

あ
る
。

Q
産
後
ケ
ア
事
業
の
内
容
は
。

ま
た
、
課
題
は
あ
る
か
。

A
生
活
福
祉
部
長

医
療
機
関
で
宿
泊
し
て
ケ
ア

を
受
け
る
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
型
と

日
帰
り
で
受
け
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

型
、
自
宅
に
助
産
師
が
訪
問
す
る

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
の
３
種
類
を
実

施
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ー

ビ
ス
に
お
い
て
、
母
親
の
健
康
管

理
や
産
後
の
生
活
の
ア
ド
バ
イ

ス
、
授
乳
方
法
の
指
導
、
育
児
相

談
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
令
和
３
年
度
開
始
当
時
は
医
療

機
関
が
少
な
く
、
連
続
で
の
空
き

ベ
ッ
ト
が
確
保
で
き
な
い
な
ど
、

医
療
機
関
の
確
保
が
課
題
で
あ
っ

た
。
現
在
は
７
カ
所
と
契
約
し
て

い
る
。
ま
た
、
令
和
６
年
度
か
ら

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
を
開
始
し
た
こ

と
で
、
利
用
者
が
ご
自
身
に
合
っ

た
サ
ー
ビ
ス
を
選
ん
で
利
用
い
た

だ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

Q
昔
と
は
家
族
の
形
態
が
変
わ

っ
て
き
て
い
る
。
誰
で
も
気

軽
に
利
用
で
き
る
事
業
に
な
る
べ

き
と
考
え
る
。
豊
山
町
産
後
ケ
ア

事
業
実
施
要
綱
の
対
象
者
に
つ
い

て
見
直
し
を
お
願
い
し
た
い
。

A
生
活
福
祉
部
長

国
は
令
和
５
年
度
に
対
象
者

に
つ
い
て
「
心
身
の
不
調
又
は
不

安
が
あ
る
者
」
か
ら
「
産
後
ケ
ア

を
必
要
と
す
る
者
」
へ
見
直
し
た
。

本
町
に
お
い
て
も
令
和
７
年
度
に

向
け
要
綱
を
見
直
し
、
対
象
者
の

拡
大
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

災害協定を締結した第一住宅（イメージ図）



Q.
A.

地震の影響を見て
検討しては

早期に行うことが望ましいA.行政も住民も一緒になって
Q.町政一期４年を検証する

13 12とよやま議会だよりNO.170　令和６年11月１日とよやま議会だよりNO.170　令和６年11月１日

さ か た  よ し お  

坂田芳郎 議員
SAKATA Yoshio

子
ど
も
議
会

議
案
P
I
C
K
U
P

一
般
質
問

９
月
定
例
会

子
ど
も
議
会

議
案
P
I
C
K
U
P

一
般
質
問

９
月
定
例
会

Q.
プ
ー
ル
の
廃
止
は
必
要
な
い
の
で
は

A.
廃
止
の
考
え
は
変
わ
っ
て
い
な
い

く ま ざ わ

熊沢直紀 議員
KUMAZAWA Naoki

な お  き

　
指
摘
を
受
け
、
お
尋
ね
す
る
。

　
令
和
２
年
10
月
、
鈴
木
く
に
な

お
現
町
長
は
４
年
間
の
副
町
長
を

歴
任
し
た
後
、
同
年
11
月
１
日
執

行
さ
れ
た
町
長
選
挙
に
向
け
、
次

な
る
公
約
を
掲
げ
出
馬
・
当
選
し

た
。
新
た
な
行
政
最
高
責
任
者

の
誕
生
で
あ
る
。

　
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、「
住
み

た
い
ま
ち
、
住
み
続
け
た
い
ま
ち

」
を
目
指
し
て
　
と
称
し
て
　『
一

人
ひ
と
り
が
大
切
に
さ
れ
る
新
し

い
豊
山
を
作
る
６
つ
の
約
束
』

な
る
施
策
を
打
ち
出
し
た
。

①
町
長
の
報
酬
を
10%

削
減
し
ま

す
。
　
②
18
歳
ま
で
の
医
療
費
を

無
料
化
し
ま
す
。
　
③
豊
山
中
学

校
を
移
転
・
新
築
し
ま
す
。
　
④
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
障
が
い
者

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
設
置
し
ま
す
。

　
⑤
広
域
防
災
拠
点
を
設
置
し
、

平
時
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
ふ

れ
あ
い
の
場
と
し
て
新
た
な
賑
わ

い
を
創
出
し
ま
す
。
　
河
川
整
備
、

排
水
機
場
の
増
強
な
ど
、
総
合
的

な
治
水
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

　
⑥
名
古
屋
市
営
バ
ス
の
乗
り
入

れ
を
す
す
め
ま
す
。

以
上
で
あ
っ
た
。

Q
こ
こ
で
尋
ね
る
。

任
期
満
了
を
間
近
に
迎
え
、

改
め
て
各
々
の
進
捗
状
況
を
伺

う
。A

総
務
部
長

報
酬
に
つ
き
ま
し
て
は
、令
和

３
年
4
月
か
ら
関
係
条
例
を
制
定

し
、
給
料
の
10%

を
減
額
し
て
い

る
。
18
歳
ま
で
の
医
療
費
に
つ
き

ま
し
て
は
、
令
和
3
年
10
月
か
ら

無
料
化
し
て
い
る
。
中
学
校
の
移

転
・
新
築
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令

和
6
年
3
月
に
策
定
し
た
。「
豊
山

中
学
校
改
築
基
本
計
画
」
に
お
い

て
、
建
築
候
補
地
や
事
業
手
法
な

ど
を
決
定
し
た
。

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
障
が

い
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
設
置
に

つ
き
ま
し
て
は
、
本
町
を
含
む
圏

域
内
に
令
和
3
年
に
障
害
者
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
「
こ
だ
ち
」、
令
和
4

年
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
か

も
だ
の
里
」
が
開
所
し
て
い
る
。

町
内
に
お
い
て
も
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
を
は
じ
め
生
活
介
護
や
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
な
ど
複
数
開
所
し
て
い
る
。

広
域
防
災
拠
点
等
の
設
置
に
つ
き

ま
し
て
は
、
現
在
、
愛
知
県
が
整

備
し
て
お
り
ま
す
基
幹
的
広
域
防

災
拠
点
の
整
備
に
あ
わ
せ
、
避
難

所
機
能
や
賑
わ
い
施
設
を
有
す
る

「
臨
空
第
2
公
園
」
に
つ
い
て
の

都
市
計
画
決
定
を
行
い
、
整
備
を

進
め
て
い
る
。

　
名
古
屋
市
営
バ
ス
の
乗
り
入
れ

に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
3
年
12

月
に
名
古
屋
市
へ
要
請
を
行
い
、

そ
の
後
も
関
係
機
関
に
継
続
的
に

要
請
を
し
て
い
る
。

Q
町
の
皆
様
に
こ
れ
だ
け
は
解

っ
て
戴
き
た
い
・
ご
理
解
を

戴
き
た
か
っ
た
等
、
成
果
・
反
省

も
含
め
て
自
由
に
述
べ
ら
れ
た
い
。

A
町
長

こ
れ
ま
で
防
災
対
策
の
充
実

に
向
け
、
雨
の
対
策
を
中
心
に
、

河
川
の
改
修
や
排
水
設
備
の
増
強

等
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、「
共
助
」

の
強
化
と
い
っ
た
観
点
か
ら
、
小

学
校
区
自
主
防
災
組
織
の
強
化
に

も
努
め
て
き
た
。
災
害
時
の
「
共

助
」
と
い
う
活
動
に
は
、
地
域
の

町
内
会
の
働
き
、
機
能
が
不
可
欠

で
あ
り
、
強
化
が
必
要
と
考
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
実
に
は
逆
の

方
向
に
進
み
つ
つ
あ
り
、
コ
ロ
ナ

禍
を
通
じ
て
町
内
会
の
状
況
は
一

層
弱
体
化
が
進
ん
で
い
る
。
他
の

人
、
他
者
が
あ
っ
て
こ
そ
、
自
分

と
い
う
存
在
も
あ
る
。
そ
う
し
た

認
識
を
も
っ
て
、
行
政
も
住
民
の

皆
さ
ん
も
一
緒
に
な
っ
て
、
町
の

地
域
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
け
た
ら
と
考
え
る
。

本
人
の
申
し
出
に
よ
り
、編
集
せ
ず

原
文
の
ま
ま
掲
載
し
て
い
ま
す
。 行政も住民も一緒に

Q.
A.

地震の影響を見て
検討しては

早期に行うことが望ましいA.行政も住民も一緒になって
Q.町政一期４年を検証する
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中
学
校
は
現
在
の
場
所
で
仮

設
校
舎
を
作
り
、
建
て
替
え

る
と
決
定
し
た
。
し
か
し
、
現
在

の
中
学
校
は
、
耐
震
補
強
や
空
調

設
備
、
ト
イ
レ
改
修
な
ど
総
額
約

８
億
７
千
万
円
を
か
け
運
営
を
し

て
き
て
い
る
。

　
当
局
は
今
後
40
年
間
に
公
共
施

設
な
ど
の
改
修
・
建
て
替
え
に
か

か
る
費
用
の
総
額
を
３
２
８
億
円

（
青
山
地
区
防
災
拠
点
豊
山
エ
リ

ア
の
実
質
設
備
費
約
38
億
円
は
入

っ
て
い
な
い
）
と
示
さ
れ
、
今
後
、

財
政
運
営
が
緊
迫
し
て
ゆ
く
と
の

こ
と
。
よ
っ
て
、
ス
カ
イ
プ
ー
ル

を
廃
止
と
の
こ
と
。

　
本
当
に
60
年
で
建
て
替
え
が
必

要
か
。
耐
震
工
事
も
行
い
、
ま
だ

本
体
が
し
っ
か
り
し
て
お
り
、
も

う
60
年
ほ
ど
延
命
さ
せ
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

　
２
０
２
４
年
７
月
に
校
長
と
教

育
委
員
会
事
務
局
長
同
伴
の
も

と
、豊
山
中
学
校
を
見
学
し
た
が
、

内
装
が
雨
漏
り
に
よ
り
、
部
分
的

に
は
が
れ
て
い
た
り
、
さ
び
て
い

る
箇
所
が
見
受
け
ら
れ
た
が
、
部

分
的
な
補
修
で
十
分
と
考
え
る
。

学
校
本
体
は
頑
丈
で
あ
り
、
内
装

外
装
を
塗
り
な
お
せ
ば
新
築
同
様

に
な
る
。

　
耐
用
年
数
は
高
品
質
の
場
合
は

80
年
か
ら
１
２
０
年
と
さ
れ
て
い

る
。

　
２
０
２
４
年
７
月
の
23
日
か
ら

25
日
に
か
け
珠
洲
市
と
輪
島
市
の

小
中
学
校
数
校
を
視
察
し
た
が
、

民
家
の
倒
壊
は
ひ
ど
い
も
の
で
あ

っ
た
が
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
．

６
、
震
度
７
の
震
災
に
あ
っ
て
も

び
く
と
も
せ
ず
普
通
に
運
営
を
さ

れ
て
い
た
。
豊
山
町
は
震
度
６
弱

と
の
こ
と
。

　
世
間
で
は
２
０
３
０
年
ま
で
に

南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
必
ず
起
こ
る

と
い
わ
れ
て
い
る
。
南
海
ト
ラ
フ

地
震
の
影
響
を
見
て
か
ら
検
討
す

る
の
が
適
切
と
思
う
が
町
長
の
所

見
を
問
う
。

A
教
育
委
員
会
事
務
局
長

改
築
時
期
は
現
在
検
討
中

で
、
で
き
る
限
り
早
期
に
行
う
こ

と
が
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
望
ま

し
い
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

豊
山
小
中
学
校
の
建
て
替
え

が
数
十
年
先
に
な
れ
ば
、
今

後
40
年
で
３
２
８
億
円
の
問
題
は

解
消
さ
れ
、
プ
ー
ル
を
廃
止
す
る

必
要
が
な
く
な
る
の
で
は
な
い

か
。
こ
こ
数
年
で
約
６
０
０
０
万

円
の
修
繕
費
を
か
け
運
営
し
て
き

た
築
33
年
の
プ
ー
ル
を
閉
館
す
る

の
は
、
子
ど
も
施
策
の
後
退
と
な

る
の
で
は
な
い
か
。
給
食
セ
ン

タ
ー
同
様
跡
地
利
用
も
見
い
だ
せ

ず
放
置
し
て
お
く
の
か
。

　
公
共
施
設
を
有
効
利
用
し
て
ゆ

く
の
が
行
政
の
務
め
で
は
な
い

か
。
町
長
の
所
見
を
問
う
。

A
教
育
委
員
会
事
務
局
長

こ
れ
ま
で
答
え
た
と
お
り
廃

止
の
考
え
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

A
町
長

プ
ー
ル
跡
地
の
利
活
用
も
含

め
、
方
向
性
が
決
ま
る
ま
で
は
休

止
と
す
る
。

Q

Q

休止となったスカイプール



Q.
A.

地震の影響を見て
検討しては

早期に行うことが望ましいA.行政も住民も一緒になって
Q.町政一期４年を検証する

13 12とよやま議会だよりNO.170　令和６年11月１日とよやま議会だよりNO.170　令和６年11月１日

さ か た  よ し お  

坂田芳郎 議員
SAKATA Yoshio

子
ど
も
議
会

議
案
P
I
C
K
U
P

一
般
質
問

９
月
定
例
会

子
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案
P
I
C
K
U
P
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Q.
プ
ー
ル
の
廃
止
は
必
要
な
い
の
で
は

A.
廃
止
の
考
え
は
変
わ
っ
て
い
な
い

く ま ざ わ

熊沢直紀 議員
KUMAZAWA Naoki

な お  き

　
指
摘
を
受
け
、
お
尋
ね
す
る
。

　
令
和
２
年
10
月
、
鈴
木
く
に
な

お
現
町
長
は
４
年
間
の
副
町
長
を

歴
任
し
た
後
、
同
年
11
月
１
日
執

行
さ
れ
た
町
長
選
挙
に
向
け
、
次

な
る
公
約
を
掲
げ
出
馬
・
当
選
し

た
。
新
た
な
行
政
最
高
責
任
者

の
誕
生
で
あ
る
。

　
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、「
住
み

た
い
ま
ち
、
住
み
続
け
た
い
ま
ち

」
を
目
指
し
て
　
と
称
し
て
　『
一

人
ひ
と
り
が
大
切
に
さ
れ
る
新
し

い
豊
山
を
作
る
６
つ
の
約
束
』

な
る
施
策
を
打
ち
出
し
た
。

①
町
長
の
報
酬
を
10%
削
減
し
ま

す
。
　
②
18
歳
ま
で
の
医
療
費
を

無
料
化
し
ま
す
。
　
③
豊
山
中
学

校
を
移
転
・
新
築
し
ま
す
。
　
④
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
障
が
い
者

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
設
置
し
ま
す
。

　
⑤
広
域
防
災
拠
点
を
設
置
し
、

平
時
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
ふ

れ
あ
い
の
場
と
し
て
新
た
な
賑
わ

い
を
創
出
し
ま
す
。
　
河
川
整
備
、

排
水
機
場
の
増
強
な
ど
、
総
合
的

な
治
水
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

　
⑥
名
古
屋
市
営
バ
ス
の
乗
り
入

れ
を
す
す
め
ま
す
。

以
上
で
あ
っ
た
。

Q
こ
こ
で
尋
ね
る
。

任
期
満
了
を
間
近
に
迎
え
、

改
め
て
各
々
の
進
捗
状
況
を
伺

う
。A

総
務
部
長

報
酬
に
つ
き
ま
し
て
は
、令
和

３
年
4
月
か
ら
関
係
条
例
を
制
定

し
、
給
料
の
10%

を
減
額
し
て
い

る
。
18
歳
ま
で
の
医
療
費
に
つ
き

ま
し
て
は
、
令
和
3
年
10
月
か
ら

無
料
化
し
て
い
る
。
中
学
校
の
移

転
・
新
築
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令

和
6
年
3
月
に
策
定
し
た
。「
豊
山

中
学
校
改
築
基
本
計
画
」
に
お
い

て
、
建
築
候
補
地
や
事
業
手
法
な

ど
を
決
定
し
た
。

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
障
が

い
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
設
置
に

つ
き
ま
し
て
は
、
本
町
を
含
む
圏

域
内
に
令
和
3
年
に
障
害
者
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
「
こ
だ
ち
」、
令
和
4

年
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
か

も
だ
の
里
」
が
開
所
し
て
い
る
。

町
内
に
お
い
て
も
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
を
は
じ
め
生
活
介
護
や
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
な
ど
複
数
開
所
し
て
い
る
。

広
域
防
災
拠
点
等
の
設
置
に
つ
き

ま
し
て
は
、
現
在
、
愛
知
県
が
整

備
し
て
お
り
ま
す
基
幹
的
広
域
防

災
拠
点
の
整
備
に
あ
わ
せ
、
避
難

所
機
能
や
賑
わ
い
施
設
を
有
す
る

「
臨
空
第
2
公
園
」
に
つ
い
て
の

都
市
計
画
決
定
を
行
い
、
整
備
を

進
め
て
い
る
。

　
名
古
屋
市
営
バ
ス
の
乗
り
入
れ

に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
3
年
12

月
に
名
古
屋
市
へ
要
請
を
行
い
、

そ
の
後
も
関
係
機
関
に
継
続
的
に

要
請
を
し
て
い
る
。

Q
町
の
皆
様
に
こ
れ
だ
け
は
解

っ
て
戴
き
た
い
・
ご
理
解
を

戴
き
た
か
っ
た
等
、
成
果
・
反
省

も
含
め
て
自
由
に
述
べ
ら
れ
た
い
。

A
町
長

こ
れ
ま
で
防
災
対
策
の
充
実

に
向
け
、
雨
の
対
策
を
中
心
に
、

河
川
の
改
修
や
排
水
設
備
の
増
強

等
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、「
共
助
」

の
強
化
と
い
っ
た
観
点
か
ら
、
小

学
校
区
自
主
防
災
組
織
の
強
化
に

も
努
め
て
き
た
。
災
害
時
の
「
共

助
」
と
い
う
活
動
に
は
、
地
域
の

町
内
会
の
働
き
、
機
能
が
不
可
欠

で
あ
り
、
強
化
が
必
要
と
考
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
実
に
は
逆
の

方
向
に
進
み
つ
つ
あ
り
、
コ
ロ
ナ

禍
を
通
じ
て
町
内
会
の
状
況
は
一

層
弱
体
化
が
進
ん
で
い
る
。
他
の

人
、
他
者
が
あ
っ
て
こ
そ
、
自
分

と
い
う
存
在
も
あ
る
。
そ
う
し
た

認
識
を
も
っ
て
、
行
政
も
住
民
の

皆
さ
ん
も
一
緒
に
な
っ
て
、
町
の

地
域
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
け
た
ら
と
考
え
る
。

本
人
の
申
し
出
に
よ
り
、編
集
せ
ず

原
文
の
ま
ま
掲
載
し
て
い
ま
す
。 行政も住民も一緒に

Q.
A.

地震の影響を見て
検討しては

早期に行うことが望ましいA.行政も住民も一緒になって
Q.町政一期４年を検証する
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廃
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は
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で
は
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の
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変
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い

く ま ざ わ

熊沢直紀 議員
KUMAZAWA Naoki

な お  き

中
学
校
は
現
在
の
場
所
で
仮

設
校
舎
を
作
り
、
建
て
替
え

る
と
決
定
し
た
。
し
か
し
、
現
在

の
中
学
校
は
、
耐
震
補
強
や
空
調

設
備
、
ト
イ
レ
改
修
な
ど
総
額
約

８
億
７
千
万
円
を
か
け
運
営
を
し

て
き
て
い
る
。

　
当
局
は
今
後
40
年
間
に
公
共
施

設
な
ど
の
改
修
・
建
て
替
え
に
か

か
る
費
用
の
総
額
を
３
２
８
億
円

（
青
山
地
区
防
災
拠
点
豊
山
エ
リ

ア
の
実
質
設
備
費
約
38
億
円
は
入

っ
て
い
な
い
）
と
示
さ
れ
、
今
後
、

財
政
運
営
が
緊
迫
し
て
ゆ
く
と
の

こ
と
。
よ
っ
て
、
ス
カ
イ
プ
ー
ル

を
廃
止
と
の
こ
と
。

　
本
当
に
60
年
で
建
て
替
え
が
必

要
か
。
耐
震
工
事
も
行
い
、
ま
だ

本
体
が
し
っ
か
り
し
て
お
り
、
も

う
60
年
ほ
ど
延
命
さ
せ
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

　
２
０
２
４
年
７
月
に
校
長
と
教

育
委
員
会
事
務
局
長
同
伴
の
も

と
、豊
山
中
学
校
を
見
学
し
た
が
、

内
装
が
雨
漏
り
に
よ
り
、
部
分
的

に
は
が
れ
て
い
た
り
、
さ
び
て
い

る
箇
所
が
見
受
け
ら
れ
た
が
、
部

分
的
な
補
修
で
十
分
と
考
え
る
。

学
校
本
体
は
頑
丈
で
あ
り
、
内
装

外
装
を
塗
り
な
お
せ
ば
新
築
同
様

に
な
る
。

　
耐
用
年
数
は
高
品
質
の
場
合
は

80
年
か
ら
１
２
０
年
と
さ
れ
て
い

る
。

　
２
０
２
４
年
７
月
の
23
日
か
ら

25
日
に
か
け
珠
洲
市
と
輪
島
市
の

小
中
学
校
数
校
を
視
察
し
た
が
、

民
家
の
倒
壊
は
ひ
ど
い
も
の
で
あ

っ
た
が
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
．

６
、
震
度
７
の
震
災
に
あ
っ
て
も

び
く
と
も
せ
ず
普
通
に
運
営
を
さ

れ
て
い
た
。
豊
山
町
は
震
度
６
弱

と
の
こ
と
。

　
世
間
で
は
２
０
３
０
年
ま
で
に

南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
必
ず
起
こ
る

と
い
わ
れ
て
い
る
。
南
海
ト
ラ
フ

地
震
の
影
響
を
見
て
か
ら
検
討
す

る
の
が
適
切
と
思
う
が
町
長
の
所

見
を
問
う
。

A
教
育
委
員
会
事
務
局
長

改
築
時
期
は
現
在
検
討
中

で
、
で
き
る
限
り
早
期
に
行
う
こ

と
が
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
望
ま

し
い
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

豊
山
小
中
学
校
の
建
て
替
え

が
数
十
年
先
に
な
れ
ば
、
今

後
40
年
で
３
２
８
億
円
の
問
題
は

解
消
さ
れ
、
プ
ー
ル
を
廃
止
す
る

必
要
が
な
く
な
る
の
で
は
な
い

か
。
こ
こ
数
年
で
約
６
０
０
０
万

円
の
修
繕
費
を
か
け
運
営
し
て
き

た
築
33
年
の
プ
ー
ル
を
閉
館
す
る

の
は
、
子
ど
も
施
策
の
後
退
と
な

る
の
で
は
な
い
か
。
給
食
セ
ン

タ
ー
同
様
跡
地
利
用
も
見
い
だ
せ

ず
放
置
し
て
お
く
の
か
。

　
公
共
施
設
を
有
効
利
用
し
て
ゆ

く
の
が
行
政
の
務
め
で
は
な
い

か
。
町
長
の
所
見
を
問
う
。

A
教
育
委
員
会
事
務
局
長

こ
れ
ま
で
答
え
た
と
お
り
廃

止
の
考
え
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

A
町
長

プ
ー
ル
跡
地
の
利
活
用
も
含

め
、
方
向
性
が
決
ま
る
ま
で
は
休

止
と
す
る
。

Q

Q

休止となったスカイプール



Q.放課後対策事業の充実を

A.制度のあり方を検討していくA.今後も周知に努める
Q.久田良木川排水機場について
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子
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議
会
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Q.
新
た
な
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
を

A.
先
進
自
治
体
を
調
査・研
究

Q.
中
学
校
の
体
育
館
空
調
に
つ
い
て

A.
避
難
生
活
の
支
援
に
取
り
組
む

い わ し た

岩下竜也 議員
IWASHITA Tatsuya

た つ  やお お ぐ ち

大口司郎 議員
OGUCHI Shiro

し ろ う

　
第
２
回
定
例
会
の
久
田
良
木
川

排
水
機
場
性
能
の
質
問
に
対
す
る

答
弁
、
説
明
が
一
貫
し
て
い
な
い

よ
う
に
感
じ
た
の
で
改
め
て
伺
う
。

Q
排
水
機
場
の
性
能
は
10
年
に

１
回
程
度
発
生
す
る
降
雨
と

の
こ
と
だ
っ
た
が
、
東
海
豪
雨
の

場
合
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

A
産
業
建
設
部
長

東
海
豪
雨
の
雨
の
量
は
、
１

時
間
に
97
ミ
リ
で
あ
る
。

Q
北
部
市
場
周
辺
の
浸
水
の
深

さ
は
ど
れ
く
ら
い
か
。
東
海

豪
雨
を
想
定
し
た
場
合
は
ど
う
か
。

A
産
業
建
設
部
長

10
年
に
１
回
程
度
発
生
す
る

降
雨
で
は
、
床
上
浸
水
被
害
は
解

消
さ
れ
る
。
東
海
豪
雨
の
想
定
は

不
明
。

Q
排
水
機
場
の
完
成
ま
で
の
５

年
間
の
空
白
期
間
の
浸
水
想

定
は
。

A
産
業
建
設
部
長

北
側
と
東
側
で
50
セ
ン
チ
か

ら
１
メ
ー
ト
ル
程
。

Q
応
援
協
定
の
、
小
牧
市
な
ど

の
仕
組
み
を
説
明
願
い
た
い
。

名
古
屋
市
と
の
協
定
を
急
い
だ
事

情
は
ど
ん
な
こ
と
な
の
か
。

A
企
画
調
整
部
長

応
援
の
要
請
を
書
面
で
提
出

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
名
古
屋

市
と
の
協
定
は
、
施
設
な
ど
に
限

り
が
あ
る
た
め
。

Q
豊
山
町
の
住
民
な
ど
が
安
全

に
北
部
市
場
に
避
難
で
き
る

と
考
え
て
い
る
の
か
。

　
安
全
な
ら
名
古
屋
市
民
も
北
部

市
場
へ
も
避
難
す
る
よ
う
に
す
れ

ば
良
い
の
で
は
。

A
企
画
調
整
部
長

名
古
屋
市
と
の
協
定
で
北
部

市
場
な
ど
の
施
設
が
加
わ
っ
た
。

　
今
後
、
よ
り
分
か
り
や
す
い
周

知
に
努
め
る
。

　
令
和
５
年
の
施
政
方
針
に
お
い

て
、
災
害
時
対
応
の
た
め
豊
山
中

学
校
の
体
育
館
の
空
調
工
事
の
設

計
を
実
施
し
た
が
、
工
事
は
予
算

化
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
町
民
は
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

に
大
き
な
不
安
を
抱
い
て
い
る
。

Q
現
在
、
工
事
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

　
臨
空
第
２
公
園
の
ア
リ
ー
ナ
と

の
関
連
は
ど
う
か
。
災
害
時
の
避

難
収
容
人
数
は
ど
う
か
。

　
ま
た
、
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
ア

リ
ー
ナ
は
ど
う
か
。

A
教
育
委
員
会
事
務
局
長

中
学
校
へ
の
空
調
設
置
の
実

施
時
期
に
つ
い
て
は
現
在
検
討
し

て
い
る
。

　
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
の
ア
リ
ー

ナ
に
つ
い
て
も
対
応
を
検
討
す
る
。

A
企
画
調
整
部
長

中
学
校
の
空
調
を
整
備
し
て

い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。
ま
た
、

避
難
の
想
定
収
容
人
数
は
５
０
０

人
。Q

巨
大
地
震
だ
け
で
な
く
、
台

風
な
ど
の
対
応
の
た
め
の
豊

山
町
民
の
避
難
先
の
環
境
を
充
実

さ
せ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。A

企
画
調
整
部
長

議
員
ご
指
摘
の
と
お
り
、
避

難
所
に
お
け
る
良
好
な
生
活
環
境

の
確
保
、
避
難
生
活
に
対
す
る
支

援
の
強
化
に
向
け
て
取
り
組
む
。

Q.放課後対策事業の充実を

A.制度のあり方を検討していくA.今後も周知に努める
Q.久田良木川排水機場について
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放
課
後
対
策
事
業
の
充
実
は
、

子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
支
え
る
重

要
な
政
策
の
一
つ
と
し
て
、
積
極

的
に
推
進
し
て
い
く
べ
き
だ
と
考

え
る
。
さ
ら
に
保
護
者
や
地
域
住

民
と
の
連
携
を
強
化
し
、
子
ど
も

た
ち
が
支
援
を
受
け
や
す
い
環
境

を
整
え
る
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。

　
具
体
的
に
は
、
放
課
後
に
子
ど

も
た
ち
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
施

設
の
整
備
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充

実
、
質
の
高
い
ス
タ
ッ
フ
の
配
置

な
ど
が
「
重
要
」
で
あ
る
。
現
在
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
放
課
後
子

ど
も
教
室
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

空
き
教
室
や
学
校
施
設
な
ど
を
活

用
し
た
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
実

施
や
志
水
小
学
校
と
同
じ
よ
う
な

一
体
型
の
運
営
を
他
の
小
学
校
で

も
検
討
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。

Q
放
課
後
対
策
事
業
の
さ
ら
な

る
充
実
を
図
る
た
め
、
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
と
放
課
後
子
ど
も

教
室
を
一
体
的
に
運
営
す
る
こ
と

は
検
討
し
て
い
く
の
か
。

A
生
活
福
祉
部
長

志
水
小
学
校
区
だ
け
で
な
く
、

豊
山
小
学
校
区
、
新
栄
小
学
校
区

に
お
い
て
も
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
と
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
一
体

化
を
進
め
て
い
く
。
保
護
者
か
ら

制
度
の
見
直
し
を
望
む
意
見
を
い

た
だ
い
て
い
る
の
で
「
料
金
設
定
」

や
「
利
用
時
間
」
な
ど
制
度
の
あ

り
方
に
つ
い
て
も
併
せ
て
検
討
し

て
い
く
。

Q
志
水
小
学
校
以
外
の
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
は
、
学
校
か
ら

離
れ
た
場
所
（
新
栄
・
北
館
さ
ざ

ん
か
、
豊
山
・
し
い
の
木
）
で
実

施
し
て
い
る
。
今
後
、
学
校
敷
地

内
や
学
校
に
よ
り
近
い
場
所
で
の

実
施
は
考
え
て
い
る
の
か
。

A
生
活
福
祉
部
長

児
童
の
安
全
面
を
考
え
る

と
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
場
所

に
つ
い
て
は
、
議
員
の
言
わ
れ
る

と
お
り
、
学
校
敷
地
内
や
学
校
に

よ
り
近
い
場
所
で
の
実
施
が
望
ま

し
い
と
考
え
る
。
学
校
の
空
き
教

室
の
利
用
や
、
学
校
敷
地
内
で
の

ク
ラ
ブ
棟
の
新
設
、
学
校
か
ら
近

い
場
所
で
の
開
催
な
ど
、
柔
軟
に

検
討
し
て
い
く
。

　
高
齢
者
の
見
守
り
は
、
地
域
社

会
の
大
切
な
課
題
の
一
つ
で
あ

り
、
各
自
治
体
が
積
極
的
に
取
り

組
む
べ
き
「
重
要
」
な
政
策
で
あ

る
。

　
さ
ら
に
、
高
齢
者
の
方
々
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
築
い
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
定
期
的
な
訪
問
や
電

話
連
絡
、身
体
機
能
の
チ
ェ
ッ
ク
、

緊
急
時
の
対
応
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
「
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
」
を
提
供

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
今
後
、

町
や
地
域
の
方
の
協
力
だ
け
で
な

く
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
や
日
常
生
活

の
変
化
か
ら
異
常
を
察
知
す
る
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
形
で
の
対
策
が
必

要
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。Q

高
齢
者
の
見
守
り
に
つ
い
て

は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
の
職
員
、
民
生
委
員
や
地
域
の

協
力
者
の
方
に
よ
る
見
守
り
だ
け

で
な
く
、
新
た
な
見
守
り
方
法
も

検
討
す
べ
き
で
は
。

A
生
活
福
祉
部
長

現
在
実
施
し
て
い
る
事
業
を

継
続
し
な
が
ら
、
近
年
、
他
の
自

治
体
が
導
入
し
て
い
る
、
日
常
生

活
の
変
化
か
ら
異
常
を
検
知
す
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
見
守
り
に
つ

い
て
も
、
先
進
自
治
体
の
状
況
を

調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

Q
人
に
寄
り
添
っ
た
ソ
フ
ト
面

の
施
策
と
施
設
整
備
な
ど
の

ハ
ー
ド
面
の
施
策
、
こ
れ
ら
の
両

方
の
取
り
組
み
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

進
め
て
い
く
こ
と
が
、
町
政
運
営

を
し
て
い
く
う
え
、
更
に
、
地
域

全
体
の
発
展
に
と
っ
て
も
、
重
要

で
あ
る
。
町
長
の
考
え
は
。

A
町
長

町
民
の
ニ
ー
ズ
、
町
の
課
題

に
必
要
に
応
じ
て
連
携
し
て
い
く
。
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し
、
子
ど
も

た
ち
が
支
援
を
受
け
や
す
い
環
境

を
整
え
る
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。

　
具
体
的
に
は
、
放
課
後
に
子
ど

も
た
ち
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
施

設
の
整
備
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充

実
、
質
の
高
い
ス
タ
ッ
フ
の
配
置

な
ど
が
「
重
要
」
で
あ
る
。
現
在
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
放
課
後
子

ど
も
教
室
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

空
き
教
室
や
学
校
施
設
な
ど
を
活

用
し
た
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
実

施
や
志
水
小
学
校
と
同
じ
よ
う
な

一
体
型
の
運
営
を
他
の
小
学
校
で

も
検
討
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。

Q
放
課
後
対
策
事
業
の
さ
ら
な

る
充
実
を
図
る
た
め
、
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
と
放
課
後
子
ど
も

教
室
を
一
体
的
に
運
営
す
る
こ
と

は
検
討
し
て
い
く
の
か
。

A
生
活
福
祉
部
長

志
水
小
学
校
区
だ
け
で
な
く
、

豊
山
小
学
校
区
、
新
栄
小
学
校
区

に
お
い
て
も
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
と
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
一
体

化
を
進
め
て
い
く
。
保
護
者
か
ら

制
度
の
見
直
し
を
望
む
意
見
を
い

た
だ
い
て
い
る
の
で
「
料
金
設
定
」

や
「
利
用
時
間
」
な
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制
度
の
あ

り
方
に
つ
い
て
も
併
せ
て
検
討
し

て
い
く
。

Q
志
水
小
学
校
以
外
の
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
は
、
学
校
か
ら

離
れ
た
場
所
（
新
栄
・
北
館
さ
ざ

ん
か
、
豊
山
・
し
い
の
木
）
で
実

施
し
て
い
る
。
今
後
、
学
校
敷
地

内
や
学
校
に
よ
り
近
い
場
所
で
の

実
施
は
考
え
て
い
る
の
か
。

A
生
活
福
祉
部
長

児
童
の
安
全
面
を
考
え
る

と
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
場
所

に
つ
い
て
は
、
議
員
の
言
わ
れ
る

と
お
り
、
学
校
敷
地
内
や
学
校
に

よ
り
近
い
場
所
で
の
実
施
が
望
ま

し
い
と
考
え
る
。
学
校
の
空
き
教

室
の
利
用
や
、
学
校
敷
地
内
で
の

ク
ラ
ブ
棟
の
新
設
、
学
校
か
ら
近

い
場
所
で
の
開
催
な
ど
、
柔
軟
に

検
討
し
て
い
く
。

　
高
齢
者
の
見
守
り
は
、
地
域
社

会
の
大
切
な
課
題
の
一
つ
で
あ

り
、
各
自
治
体
が
積
極
的
に
取
り

組
む
べ
き
「
重
要
」
な
政
策
で
あ

る
。

　
さ
ら
に
、
高
齢
者
の
方
々
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
築
い
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
定
期
的
な
訪
問
や
電

話
連
絡
、身
体
機
能
の
チ
ェ
ッ
ク
、

緊
急
時
の
対
応
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
「
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
」
を
提
供

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
今
後
、

町
や
地
域
の
方
の
協
力
だ
け
で
な

く
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
や
日
常
生
活

の
変
化
か
ら
異
常
を
察
知
す
る
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
形
で
の
対
策
が
必

要
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。Q

高
齢
者
の
見
守
り
に
つ
い
て

は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
の
職
員
、
民
生
委
員
や
地
域
の

協
力
者
の
方
に
よ
る
見
守
り
だ
け

で
な
く
、
新
た
な
見
守
り
方
法
も

検
討
す
べ
き
で
は
。

A
生
活
福
祉
部
長

現
在
実
施
し
て
い
る
事
業
を

継
続
し
な
が
ら
、
近
年
、
他
の
自

治
体
が
導
入
し
て
い
る
、
日
常
生

活
の
変
化
か
ら
異
常
を
検
知
す
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
見
守
り
に
つ

い
て
も
、
先
進
自
治
体
の
状
況
を

調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

Q
人
に
寄
り
添
っ
た
ソ
フ
ト
面

の
施
策
と
施
設
整
備
な
ど
の

ハ
ー
ド
面
の
施
策
、
こ
れ
ら
の
両

方
の
取
り
組
み
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

進
め
て
い
く
こ
と
が
、
町
政
運
営

を
し
て
い
く
う
え
、
更
に
、
地
域

全
体
の
発
展
に
と
っ
て
も
、
重
要

で
あ
る
。
町
長
の
考
え
は
。

A
町
長

町
民
の
ニ
ー
ズ
、
町
の
課
題

に
必
要
に
応
じ
て
連
携
し
て
い
く
。
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９月定例会

NO.170
議会だより

発行：愛知県豊山町議会
　令和６年11月１日

私たち、ドキドキの子ども議員 （関連記事P2・3）

町のホームページから
会議録がご覧いただけます

https://www.town.toyoyama.lg.jp/

議会のインターネット中継が始まりました
・定例会（初日）
・一般質問
・議案質疑（3月のみ）
・定例会（最終日）
ご覧いただけます

豊山町議会
【公式】
チャンネル

P5・6

P7～15

P 16

議案PICK UP

8人が一般質問

輝く人を紹介 町のキラッと
とよやま議会だよりNO.170　令和６年11月１日 16

届け！子どもたちの声 P2・3

議員は選挙区内の方に、
答礼のための自筆によるも
のを除き、年賀状、寒中見舞
いなどの挨拶状を出すこと
を禁止されています。
ご理解をお願いします。

年賀状などの
挨拶状の禁止

次
回
定
例
会
の
予
定

開始時間は午前９時
30分から（総務文教
委員会と最終日は午後
１時30分から）です。
議事の都合により、日
程が変更になる場合が
あります。

広報編集委員

委 員 長　岩村みゆき

副委員長　作野 桂子

委　　員　岡島 政信
　　　　　岡島 剛
　　　　　岩下 竜也

町のキラッと
輝く人を紹介

編
集
後
記

今
年
も
子
ど
も
議
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
に
は
、
議
会
の
仕
組
み

な
ど
を
勉
強
し
て
も
ら
い
、
率
直
な
疑
問

に
私
た
ち
が
寄
り
添
い
、
一
緒
に
原
稿
を

仕
上
げ
ま
し
た
。
私
が
気
付
か
な
い
よ
う

な
子
ど
も
目
線
の
疑
問
に
驚
か
さ
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。

　本
番
で
は
、
皆
さ
ん
元
気
に
質
問
を
し

て
、
町
長
や
教
育
長
・
担
当
部
長
か
ら
答

弁
を
も
ら
い
、
嬉
し
そ
う
で
し
た
。

　是
非
、
特
集
ペ
ー
ジ
（
P
2
・
３
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
子
ど
も
議
会
へ
の

参
加
が
町
づ
く
り
と
町
政
に
関
心
を
持

つ
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

岡
島

　剛

12月  ２日（月）開会・議案説明
　　　　９日（月）一般質問　　　

１０日（火）議案質疑　　　
１１日（水）福祉建設委員会

総務文教委員会
１２日（木）予算決算特別委員会
１6日（月）討論・採決・ 閉会

中学生ボランティアが大活躍！
豊山中学校の生徒31人が、健康福祉フェスティバルの

ボランティアに来てくれました。
なぜ、ボランティアに応募したのか。インタビューしました！

去年も応募しました。自分は人見知りだけど、お客さんが
楽しそうに話してくれるのが楽しかったから今年も応募しました。

友達のお母さんさんから誘われました。参加してすごく楽しかった。

初めは不安だったけど、係の人が優しく教えてくれて不安も吹っ飛びました！

自分の生まれた町に貢献したかった。案外楽しいです。参加して良かった！

ボランティアをやったことがなかったから、こちら側を体験したかった。
いろんな人と関われるからやって良かった。

友達に誘われたから参加しました。
ボランティアを一度やってみたかった。楽しいです。

中学生ボランティアが大活躍！

ボランティアを一度やってみたかった。楽しいです。
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